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『
十
二
世
紀
ル
ネ
サ
ン
ス
』
を
著
し
た
ハ
ス
キ
ン
ス
は
、
そ
の
著
書
の
中
で
、
十
二
世
紀
の
歴
史
編
纂
の
一
つ
の
大
き
な
特
徴
と
し
 
 

て
、
ラ
テ
ン
的
キ
リ
ス
ト
教
世
界
の
北
方
や
東
方
へ
の
拡
張
を
挙
げ
て
い
を
事
実
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
や
チ
ェ
コ
や
ハ
ン
ガ
リ
ア
に
最
初
 
 

（
2
V
 
 

の
歴
史
書
が
善
か
れ
た
の
は
、
ま
さ
に
こ
の
十
二
世
紀
初
頭
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
本
稿
で
取
り
上
げ
る
『
匿
名
の
ガ
ル
年
代
記
』
こ
そ
、
 
 

こ
の
十
二
世
紀
の
歴
史
編
纂
の
一
つ
の
達
成
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
ゆ
え
に
こ
そ
、
こ
の
年
 
 

代
記
の
解
読
に
は
、
多
〈
の
困
難
が
伴
う
こ
と
に
な
る
。
 
 

四
一
 
 
 

『
匿
名
の
ガ
ル
年
代
記
』
 
に
お
け
る
、
王
と
祖
国
と
国
家
 
 

（
レ
ッ
ク
ス
・
パ
ト
リ
ア
・
レ
ス
プ
ブ
リ
カ
）
 
 

1
年
代
記
に
関
す
る
文
献
学
的
研
究
を
踏
ま
え
て
 
－
 
 

荒
 
 
木
 
 

じ
 
め
 
に
 
 

は
 
 

は
じ
め
に
 
一
 
文
献
学
的
方
法
と
対
象
 
 

第
〓
早
 
写
本
作
成
の
推
移
 
 

第
二
章
 
作
‖
m
形
式
と
作
者
の
出
t
l
 
 

第
三
章
 
典
拠
と
若
†
の
政
治
学
的
用
語
 
王
 
（
レ
ッ
ク
ス
）
 
と
祖
国
 
（
パ
ト
リ
ア
）
 
と
国
家
 
（
レ
ス
プ
ブ
リ
カ
）
 
に
つ
い
て
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四
二
 
 

年
代
記
も
ま
た
一
つ
の
歴
史
書
で
あ
る
以
上
、
な
ん
ら
か
の
歴
史
的
事
実
を
対
象
と
す
る
他
な
い
の
で
あ
る
が
、
た
だ
で
す
ら
歴
史
 
 

書
と
し
て
の
作
品
と
そ
れ
が
取
り
扱
う
歴
史
的
事
実
と
の
間
に
は
大
き
な
希
離
が
横
た
わ
っ
て
い
る
の
に
、
さ
ら
に
作
品
が
用
い
る
言
 
 

葉
の
体
系
が
、
対
象
と
す
る
歴
史
文
化
と
異
質
な
も
の
で
あ
る
場
合
に
は
、
作
品
と
歴
史
的
事
実
と
の
菊
離
は
は
る
か
に
大
き
な
も
の
 
 

に
な
ら
ぎ
る
を
得
な
い
か
ら
で
あ
る
。
十
二
世
紀
に
善
か
れ
た
東
欧
の
歴
史
書
は
、
十
二
世
紀
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ラ
テ
ン
文
化
の
達
成
 
 

の
中
で
形
成
さ
れ
た
、
そ
れ
固
有
の
ラ
デ
ィ
カ
ル
・
セ
ン
ス
を
も
っ
た
言
葉
に
よ
っ
て
、
善
か
れ
た
。
従
っ
て
こ
の
年
代
記
の
解
釈
の
 
 

た
め
に
は
、
十
二
世
紀
ま
で
の
西
洋
ラ
テ
ン
言
語
文
化
の
一
応
の
理
解
が
前
提
と
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
 
 
 

し
か
し
な
が
ら
、
と
も
か
く
も
十
二
世
紀
に
お
い
て
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
は
一
つ
の
歴
史
書
が
書
か
れ
た
。
確
か
に
そ
れ
は
歴
史
的
事
実
、
 
 

歴
史
的
諸
関
係
を
正
確
に
写
し
取
っ
て
い
る
と
は
と
て
も
言
え
な
い
ば
か
り
か
、
む
し
ろ
十
二
世
紀
の
西
洋
社
会
の
小
で
前
提
と
さ
れ
 
 

て
い
た
諸
現
象
を
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
保
と
し
て
押
し
込
む
も
の
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
n
 
し
か
し
山
度
成
立
し
た
一
つ
の
歴
史
像
は
、
 
 

次
々
に
新
た
な
歴
史
書
の
中
に
受
け
つ
が
れ
、
そ
れ
が
逆
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
の
艇
史
像
を
作
り
上
げ
て
い
っ
た
可
能
性
も
否
定
で
き
な
 
 

い
の
で
あ
る
じ
 
ま
た
こ
う
し
て
作
ら
れ
た
歴
史
像
に
依
拠
し
て
、
現
実
の
歴
史
そ
の
も
の
を
作
り
か
え
て
い
く
と
い
う
可
能
性
も
生
じ
 
 

る
で
あ
ろ
う
。
本
稿
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ト
の
諸
々
の
年
代
記
の
連
鎖
の
中
に
、
い
わ
ば
起
点
と
し
て
位
吊
づ
け
ー
ゎ
れ
る
一
つ
の
年
代
記
を
 
 

こ
の
よ
う
な
視
点
か
ら
解
釈
し
よ
う
と
す
る
一
つ
の
試
み
で
あ
る
。
 
 

（
1
）
 
C
h
．
H
．
H
a
s
k
i
コ
S
一
ヨ
～
q
哲
莞
訂
§
C
笥
♀
旨
n
ゴ
完
ち
、
～
C
篭
註
云
j
：
香
a
ヨ
b
r
i
d
g
e
l
P
訂
s
s
a
c
h
u
s
e
房
」
雪
空
N
翠
N
芦
ハ
ス
キ
ン
ス
『
守
 
 
 

二
≠
紀
ル
ネ
サ
ン
ス
』
 
（
創
文
社
、
一
九
八
h
年
∴
 
二
三
門
ペ
ー
ジ
。
 
 

（
2
）
 
ハ
ス
キ
ン
ス
は
、
十
二
世
紀
に
東
欧
で
善
か
れ
た
歴
史
書
と
し
て
、
チ
ェ
コ
の
コ
ス
マ
ス
の
年
代
一
記
と
ハ
ン
ガ
リ
ア
の
聖
ス
テ
フ
ァ
ヌ
ス
の
k
記
 
 
 

を
挙
げ
て
い
る
が
、
ハ
ン
ガ
リ
ア
の
『
ハ
ン
ガ
リ
ア
人
の
功
業
録
』
G
邑
Q
〔
訂
g
葛
Q
⊇
≡
と
、
本
稿
で
取
り
上
げ
る
『
匿
名
の
ガ
ル
年
代
記
』
訂
ミ
 
 
 

巨
萱
卓
鼓
C
か
｝
↓
S
、
へ
芸
．
を
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
J
．
D
昔
r
O
ノ
′
1
S
k
i
－
b
聖
書
n
b
N
蚤
亀
首
N
邑
琶
Q
∋
註
＼
♪
（
W
a
r
s
z
a
w
a
－
若
草
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ポ
ー
ラ
ン
ド
着
古
の
年
代
記
『
匿
名
の
ガ
ル
年
代
記
』
 
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
テ
キ
ス
ト
は
今
日
ま
で
発
見
さ
れ
て
お
ら
ず
、
残
さ
れ
た
 
 

テ
キ
ス
ト
と
L
て
は
三
つ
の
写
本
テ
キ
ス
ト
だ
け
が
伝
、
ろ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
ザ
モ
イ
ス
 
 

キ
版
R
筈
O
p
i
s
N
a
ヨ
O
y
S
k
i
c
h
（
Z
）
、
セ
ン
ジ
ヴ
ィ
版
R
昇
旦
s
S
毘
N
i
w
O
j
a
（
S
）
、
ヘ
イ
ル
ス
ペ
ル
ス
キ
版
R
貫
O
p
i
s
H
e
i
－
s
b
e
r
s
k
i
 
 

（
H
）
 
が
そ
れ
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
稿
は
、
こ
れ
ら
の
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
最
も
包
括
的
な
研
究
を
つ
み
重
ね
て
き
た
カ
ロ
ル
・
マ
レ
 
 

テ
ン
ス
キ
の
研
究
に
依
拠
し
て
、
こ
れ
ら
の
テ
キ
ス
ト
の
若
†
の
特
徴
に
つ
い
て
整
理
し
、
そ
の
上
て
 
二
れ
ら
の
テ
キ
ス
ト
の
成
立
 
 

り
↑
ノ
 
の
推
移
に
つ
い
て
も
マ
レ
テ
ン
ス
キ
の
興
味
深
い
仮
説
を
紹
介
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
ノ
慰
 
 
 

ま
ず
注
目
す
べ
き
点
は
、
こ
れ
ら
の
三
つ
の
テ
キ
ス
ト
は
、
い
ず
れ
も
そ
れ
ぞ
れ
三
つ
の
古
写
本
k
O
d
e
k
s
の
中
に
挿
入
さ
れ
た
部
 
 

分
と
し
て
存
在
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
ザ
モ
イ
ス
キ
版
の
テ
キ
ス
ト
は
ザ
モ
イ
ス
キ
古
写
本
の
羊
皮
紙
第
二
〇
築
か
ら
第
五
 
 

四
葉
に
書
き
込
ま
れ
た
も
の
で
あ
り
、
セ
ン
ジ
ヴ
ィ
版
テ
キ
ス
ト
は
、
セ
ン
ジ
ヴ
ィ
古
写
本
の
二
四
三
ペ
ー
ジ
か
ら
三
〇
八
ペ
ー
ジ
に
 
 

掲
載
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
ヘ
イ
ル
ス
ペ
ル
ス
キ
版
テ
キ
ス
ト
は
、
ヘ
イ
ル
ス
ペ
ル
ス
キ
h
写
本
の
一
一
九
ペ
ー
ジ
か
ら
二
四
七
ペ
ー
 
 

ジ
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
以
下
こ
れ
ら
の
古
写
本
の
若
干
の
特
徴
に
つ
い
て
紹
介
し
て
み
る
こ
と
と
し
よ
う
。
 
 
 

ま
ず
最
初
に
、
ザ
モ
イ
ス
キ
版
テ
キ
ス
ト
を
含
む
ザ
モ
イ
ス
キ
ホ
写
本
に
つ
い
て
述
べ
る
。
こ
の
古
写
本
は
、
羊
皮
紙
八
乗
毎
に
綴
 
 

り
込
ま
れ
た
十
三
の
束
か
ら
な
る
、
一
〇
四
菓
の
製
本
さ
れ
た
古
写
本
で
あ
る
（
内
、
七
菓
が
欠
落
し
て
い
る
）
。
そ
し
て
お
そ
ら
く
ド
 
 

ゥ
ゴ
ー
シ
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
製
本
の
時
に
（
十
五
世
紀
）
、
新
た
に
書
き
加
、
ろ
ら
れ
た
前
書
き
A
コ
t
e
f
O
】
i
u
m
に
は
二
C
r
O
コ
i
c
a
 
 

「
3
〉
 
 

く
e
t
u
S
P
O
｝
○
コ
i
a
e
；
 
「
ポ
ー
ラ
、
ノ
ド
の
古
き
年
代
記
」
の
銘
が
書
き
込
ま
れ
て
い
脊
 
 
 

こ
の
ザ
モ
イ
ス
キ
古
写
本
の
構
成
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。
 
 

四
三
 
 
 

第
一
章
 
写
本
作
成
の
推
移
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こ
の
ザ
モ
イ
ス
キ
古
写
本
の
作
成
の
時
期
に
つ
い
て
は
、
諸
説
が
立
て
ら
れ
て
い
る
が
、
お
よ
そ
十
五
世
紀
の
初
め
ご
ろ
と
考
え
ら
 
 

れ
て
お
り
、
少
な
く
と
も
一
五
可
五
年
ま
で
に
は
、
ヤ
ン
・
ワ
ス
キ
率
い
る
ワ
ス
キ
家
の
所
有
物
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
い
 
そ
 
 

の
後
、
い
か
な
る
経
過
の
う
ち
に
ザ
モ
イ
ス
キ
家
の
所
有
に
帰
し
た
か
は
、
今
日
ま
で
不
明
で
あ
る
。
現
在
は
、
ワ
ル
シ
ャ
ワ
の
国
民
 
 

図
書
館
に
保
有
さ
れ
て
い
る
。
 
 
 

次
に
、
セ
ン
ジ
ヴ
ィ
版
テ
キ
ス
ト
は
、
十
五
世
紀
後
半
に
作
成
さ
れ
た
紙
の
古
写
本
、
い
わ
ゆ
る
セ
ン
ジ
ヴ
ィ
・
チ
ェ
ス
ワ
の
古
写
 
 
 

川
川
 
 
 

①
前
書
き
A
n
t
e
f
O
】
i
u
m
 
二
二
一
四
1
一
五
年
の
ク
ラ
コ
フ
参
事
仝
の
訴
訟
判
決
を
含
む
。
 
 

②
第
一
築
か
ら
第
二
〇
菓
ま
で
。
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
大
王
の
伝
記
り
 
こ
れ
は
偽
カ
リ
ス
テ
ネ
ス
に
よ
る
伝
記
の
十
四
世
紀
の
写
本
で
 
 
 

あ
る
。
 
 

③
第
二
〇
築
か
ら
第
五
因
業
ま
で
。
『
匿
名
の
ガ
ル
年
代
記
』
 
の
写
本
で
あ
り
、
同
年
代
記
の
第
三
巻
第
二
六
章
で
中
断
し
て
い
る
。
 
 

④
第
五
四
葉
の
残
り
の
部
分
、
第
八
九
菓
の
後
欄
、
第
九
〇
葉
の
上
部
余
白
。
十
五
世
紀
に
善
か
れ
た
雑
記
録
。
 
 

⑤
第
五
五
葉
か
ら
第
七
四
菓
ま
で
。
キ
ュ
ル
ツ
ェ
の
ヴ
ィ
ン
セ
ン
テ
ィ
に
よ
っ
て
善
か
れ
た
 
『
聖
ス
タ
ニ
ス
ワ
フ
伝
』
 
の
改
作
。
 
 

⑥
第
七
四
葉
か
ら
第
八
九
菓
ま
で
。
『
ト
ラ
ス
キ
年
報
』
〈
元
O
C
Z
n
i
k
↓
r
a
s
k
i
。
が
置
か
れ
て
い
る
。
こ
の
写
本
を
つ
く
っ
た
人
物
は
 
 

、
、
二
」
シ
コ
一
世
の
キ
リ
ス
ト
教
改
宗
か
ら
一
三
四
〇
年
ま
で
の
出
来
事
と
カ
ジ
ミ
エ
シ
大
王
の
ロ
シ
ア
出
征
の
記
事
を
書
い
て
終
 
 
 

っ
て
い
る
が
、
ド
ゥ
ゴ
ー
シ
の
手
に
よ
っ
て
、
誤
っ
た
記
述
が
訂
正
さ
れ
、
ま
た
州
三
四
〇
年
以
後
の
記
録
も
追
加
さ
れ
て
い
る
。
 
 

⑦
第
九
〇
築
か
ら
第
九
六
薬
ま
で
。
『
ハ
ン
ガ
リ
ア
・
ポ
ー
ラ
ン
ド
年
代
記
』
が
置
か
れ
て
い
る
。
 
 

⑧
第
九
六
薬
か
ら
第
九
七
葉
ま
で
。
十
五
世
紀
お
よ
び
十
人
世
紀
初
め
に
書
き
込
ま
れ
た
、
ウ
ア
ス
キ
家
と
ク
ラ
コ
フ
司
教
ヤ
ン
・
 
 

こ
h
 
 
 

ラ
ド
リ
ッ
ツ
ア
の
系
譜
に
係
わ
る
記
事
お
よ
び
ヤ
ン
・
ド
ゥ
ゴ
ー
シ
の
注
記
。
 
 

⑨
第
九
七
葉
。
十
五
世
紀
の
終
り
か
ら
十
六
世
紀
の
初
め
に
書
か
れ
た
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
で
の
ヤ
ン
‥
ア
ン
チ
ン
ス
キ
殺
害
の
歌
。
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▲
1
 

本
の
中
に
収
め
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
古
写
本
n
体
、
十
上
世
紀
の
椎
々
の
写
本
家
の
筆
か
ら
な
る
種
々
の
写
本
の
集
合
 
 

体
で
あ
る
。
こ
の
古
写
本
の
構
成
は
、
用
種
々
の
年
代
記
と
年
報
、
榔
種
々
の
聖
人
伝
、
㈱
 
ポ
ー
ラ
ン
ド
と
チ
ユ
ー
ト
ン
騎
⊥
団
と
の
 
 

条
約
や
取
り
決
め
の
記
録
、
㈱
山
四
五
四
年
に
結
ば
れ
た
ニ
エ
ン
ヤ
ヴ
ァ
の
協
定
を
含
む
、
当
時
の
種
々
の
法
令
、
か
ら
成
っ
て
お
り
、
 
 

十
五
世
紀
中
葉
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
と
そ
れ
が
関
わ
る
実
際
的
な
諸
問
題
、
ま
た
当
時
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
諸
事
作
に
関
す
る
知
識
の
、
い
わ
 
 

ば
標
準
の
書
で
あ
っ
た
。
こ
の
占
写
本
は
、
十
五
世
紀
の
後
半
、
セ
ン
ジ
ヴ
ィ
の
手
か
ら
ク
ウ
ォ
ダ
フ
ス
キ
修
道
院
の
所
有
物
に
移
っ
 
 

た
か
、
一
六
六
五
年
ご
ろ
、
す
で
に
ヤ
ン
・
ザ
モ
イ
ス
キ
の
所
有
に
移
さ
れ
、
彼
に
よ
っ
て
ザ
モ
イ
ス
キ
・
ア
カ
デ
ミ
ー
に
遺
贈
さ
れ
 
 

て
い
る
。
ま
た
そ
の
後
こ
の
古
写
本
が
ク
ラ
コ
フ
の
チ
ャ
ル
ト
ル
ス
キ
家
文
庫
に
移
さ
れ
た
経
路
も
不
明
で
あ
る
。
 
 
 

ヘ
イ
ル
ス
ペ
ル
ス
キ
版
テ
キ
ス
ト
も
ま
た
、
い
わ
ゆ
る
へ
イ
ル
ス
ペ
ル
ス
キ
古
写
本
の
中
に
収
錨
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
 
 

の
ホ
写
本
も
十
五
世
紀
に
作
成
さ
れ
た
祇
の
古
写
本
で
あ
っ
た
。
こ
の
古
写
本
は
、
基
本
的
に
は
十
五
世
紀
に
一
人
の
写
本
家
の
手
に
 
 

よ
っ
て
作
成
さ
れ
、
製
本
も
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
十
八
世
紀
の
終
り
に
、
二
度
の
製
本
が
な
さ
れ
、
そ
の
内
の
最
初
の
製
本
は
ス
 
 

タ
ニ
ス
ワ
フ
・
ポ
ニ
ャ
ト
フ
ス
キ
の
銘
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
。
 
 
 

こ
の
へ
イ
ル
ス
ペ
ル
ス
キ
ハ
写
本
の
構
成
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
 
 
 

川
二
ペ
ー
ジ
か
ら
四
六
ペ
ー
ジ
。
拘
七
ペ
ー
ジ
か
ゝ
土
ハ
一
ペ
ー
ジ
。
九
五
ペ
ー
ジ
か
ら
二
八
ペ
ー
ジ
。
『
い
わ
ゆ
る
ミ
ュ
ジ
ヴ
ァ
の
 
 

年
代
記
』
 
（
『
ヴ
ィ
ン
セ
ン
テ
ナ
師
の
年
代
記
』
 
の
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
上
に
よ
る
改
作
）
 
が
置
か
れ
て
い
る
。
 
 
 

榔
六
一
ペ
ー
ジ
か
ら
七
〇
ペ
ー
ジ
。
ク
ラ
コ
フ
の
 
『
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
仝
年
報
』
 
が
置
か
れ
て
い
る
。
 
 
 

㈱
七
〇
ペ
ー
ジ
か
ら
九
二
ペ
ー
ジ
。
二
四
七
ペ
ー
ジ
か
ら
二
六
〇
ペ
ー
ジ
。
『
マ
ウ
ォ
ポ
ル
ス
カ
年
報
』
 
が
置
か
れ
て
い
る
じ
 
 
 

㈲
一
一
九
ペ
ー
ジ
か
ら
二
川
七
ペ
ー
ジ
。
『
グ
ル
年
代
記
』
が
置
か
れ
て
い
る
。
た
だ
し
ザ
モ
イ
ス
キ
版
テ
キ
ス
ト
、
セ
ン
ジ
ヴ
ィ
版
 
 

テ
キ
ス
ト
と
異
な
っ
て
、
第
三
巻
第
十
五
章
で
中
断
し
、
独
自
の
結
び
を
持
っ
て
い
る
。
し
か
も
多
く
の
脱
落
部
分
が
あ
る
 
（
第
 
 
 

一
巻
は
第
四
章
、
第
七
章
、
第
九
章
、
第
二
一
章
、
第
二
二
幸
、
第
二
七
草
、
第
二
八
章
、
第
二
巻
は
第
七
草
、
第
九
章
、
第
一
 
 

四
五
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こ
の
へ
ィ
ル
ス
ペ
ル
ス
キ
ホ
写
本
の
成
立
に
つ
い
て
は
、
お
よ
そ
卜
五
世
紀
後
半
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
｛
写
本
は
、
ポ
ズ
ナ
 
 

ニ
の
シ
ャ
モ
ト
ル
ス
キ
家
か
ら
、
十
六
世
紀
．
I
l
薬
に
、
ヴ
ア
ル
ミ
ア
の
司
教
マ
ル
チ
ン
・
ク
ロ
ー
マ
ー
の
手
に
渡
っ
た
。
ク
ロ
ー
マ
ー
 
 

は
こ
の
古
￥
本
の
小
の
 
『
ガ
ル
年
代
記
』
 
の
余
日
に
自
分
の
注
記
を
書
き
込
ん
で
お
り
、
後
世
二
の
注
記
に
も
と
づ
い
て
年
代
記
の
作
 
 

者
を
ガ
ル
と
い
う
名
で
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。
ヘ
イ
ル
ス
ペ
ル
ス
キ
占
写
本
は
十
八
世
紀
中
葉
ま
で
、
こ
の
ヴ
ア
ル
ミ
ン
ス
キ
司
教
ク
 
 

ロ
ー
マ
ー
の
文
庫
の
中
に
存
在
し
て
い
た
が
、
十
八
世
紀
中
葉
、
こ
の
地
の
司
教
グ
ラ
ボ
ス
キ
が
、
レ
ン
グ
ニ
フ
に
こ
の
年
代
記
の
テ
 
 

キ
ス
ト
を
印
刷
す
る
よ
う
に
勧
め
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
｛
写
本
そ
の
も
の
は
後
に
ス
タ
ニ
ス
ワ
7
・
ポ
ニ
ャ
ト
フ
ス
キ
†
の
所
有
に
 
 

帰
し
て
い
る
が
、
そ
の
経
路
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
り
ポ
ニ
ャ
ト
フ
ス
キ
の
没
後
、
こ
の
ホ
写
本
は
チ
ャ
ツ
キ
の
所
有
物
と
な
町
、
 
 

プ
ウ
ァ
ヴ
ィ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
移
さ
れ
た
が
、
チ
ャ
ル
ト
ル
ス
キ
家
の
パ
リ
移
住
の
際
に
一
時
散
逸
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
じ
後
に
ル
 
 

ポ
ミ
ル
ス
キ
家
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
中
に
発
見
さ
れ
、
次
い
で
オ
ソ
り
ネ
ウ
ム
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
移
さ
れ
、
第
二
次
大
戦
の
前
に
ワ
 
 

ル
シ
ャ
ワ
の
国
民
図
書
館
に
よ
っ
て
購
入
さ
れ
た
。
 
 
 

四
六
 
 

五
章
、
第
一
六
章
、
第
一
七
章
、
第
二
〇
章
、
第
二
七
章
－
第
三
三
幸
、
第
四
四
章
第
四
七
草
、
第
三
巻
は
第
一
六
章
以
下
）
、
 
 
 

そ
れ
に
対
し
て
、
第
一
巻
第
一
八
草
の
後
半
部
分
、
お
よ
び
第
二
七
章
・
二
八
章
の
代
り
に
、
ほ
ぼ
一
三
一
二
年
ご
ろ
に
善
か
れ
 
 
 

た
 
『
聖
ス
タ
ニ
ス
ワ
フ
伝
』
 
か
ら
の
抜
粋
が
挿
入
さ
れ
て
い
る
。
 
 

㈲
九
二
ペ
ー
ジ
か
ら
九
四
ペ
ー
ジ
。
欠
落
し
て
い
た
 
『
ガ
ル
年
代
記
』
 
の
部
分
の
加
筆
補
充
。
 
 

㈲
二
」
ハ
○
ペ
ー
∴
ゾ
か
ら
二
七
九
ペ
ー
ジ
ま
で
。
『
マ
ウ
ォ
ポ
ル
ス
カ
年
報
』
の
第
二
の
部
分
と
『
シ
ャ
モ
ト
ル
ス
キ
年
報
』
の
補
充
版
。
 
 
 

こ
れ
は
ヴ
ィ
エ
ル
コ
ボ
ル
ス
カ
地
方
の
一
三
七
〇
年
か
ら
一
四
一
句
七
年
ま
で
に
生
じ
た
事
件
を
記
録
し
て
い
る
。
 
 

S
三
三
ペ
ー
ジ
、
七
三
ペ
1
∴
ノ
、
二
八
〇
ペ
1
∴
ゾ
は
書
き
込
み
な
し
〝
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マ
レ
テ
ン
ス
キ
は
、
『
匿
名
の
ガ
ル
年
代
記
』
の
テ
キ
ス
ト
に
関
し
て
、
以
上
に
紹
介
し
た
三
つ
の
テ
キ
ス
ト
の
他
に
、
今
円
で
は
す
 
 

で
に
散
逸
し
て
い
る
他
？
ア
キ
ス
ト
の
存
在
を
想
定
L
て
、
お
よ
そ
次
の
よ
う
な
仮
説
を
提
示
し
て
い
る
。
 
 

仙
 
今
ザ
モ
イ
ス
キ
版
テ
キ
ス
ト
を
Z
、
ヘ
イ
ル
ス
ペ
ル
ス
キ
版
テ
キ
ス
ト
を
H
、
セ
ン
ジ
ヴ
ィ
版
テ
キ
ス
ト
を
S
と
す
る
と
、
S
は
 
 
 

直
接
に
Z
に
依
拠
し
て
善
か
れ
て
い
る
が
、
写
本
の
完
成
度
は
Z
が
最
も
高
い
。
他
方
H
は
第
三
巻
第
十
五
章
で
終
っ
て
お
り
、
そ
 
 
 

の
か
わ
り
、
第
一
巻
第
二
七
帝
、
二
八
帝
の
代
り
に
 
『
聖
ス
タ
ニ
ス
ワ
フ
小
伝
』
 
の
文
章
を
挿
入
し
て
い
る
と
い
う
人
き
な
特
徴
を
 
 
 

持
っ
て
お
り
、
写
本
上
の
誤
記
、
置
き
変
え
も
、
Z
や
S
と
異
な
っ
て
い
る
筒
所
を
多
く
持
っ
て
い
る
。
従
っ
て
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
が
 
 
 

作
ら
れ
て
以
降
、
重
ね
ら
れ
て
き
た
写
本
の
系
譜
は
二
つ
の
流
れ
が
考
、
え
ら
れ
る
。
 
 

聞
 
十
三
世
紀
後
半
、
ビ
チ
ニ
の
ピ
ョ
ー
ト
ル
が
書
い
た
 
『
ポ
ー
ラ
、
／
ド
諸
侯
年
代
記
』
 
は
、
主
と
し
て
『
ガ
ル
年
代
記
』
 
の
H
版
の
 
 
 

元
と
な
っ
た
写
本
－
－
1
こ
れ
は
 
『
聖
ス
タ
ニ
ス
ワ
フ
小
伝
』
 
か
ら
の
抜
粋
を
含
む
 
一
 
に
依
拠
し
た
文
章
を
多
く
採
用
し
て
い
る
 
 
 

が
、
他
方
で
Z
版
S
版
の
正
確
な
文
章
も
転
対
し
て
い
る
 
（
γ
版
の
存
在
と
そ
の
元
と
な
っ
た
B
版
Ⅹ
版
の
存
在
）
。
 
 

㈲
 
十
三
世
紀
初
頭
に
年
代
記
を
書
い
た
ヴ
ィ
ン
セ
ン
テ
ィ
が
オ
リ
ジ
ナ
ル
エ
ア
キ
ス
ト
を
持
っ
て
い
た
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
 
 
 

自
分
の
年
代
記
の
巾
に
、
ボ
レ
ス
ワ
フ
・
シ
ナ
ヨ
ド
リ
の
貧
し
い
僧
侶
へ
の
贈
物
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
採
用
L
て
い
る
こ
と
か
ら
、
明
 
 
 

ら
か
に
『
ガ
ル
年
代
記
』
を
参
照
し
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
牒
、
彼
が
依
拠
し
た
写
本
Y
が
想
定
さ
れ
る
。
 
 

4
一
三
五
〇
年
ご
ろ
、
α
版
が
成
立
し
て
い
る
∩
 
α
版
は
γ
版
か
ら
、
『
ガ
ル
年
代
記
』
第
一
巻
第
二
七
章
、
第
二
八
章
の
文
辞
を
継
 
 
 

承
し
、
他
方
A
版
か
ら
γ
版
に
欠
け
て
い
た
と
こ
ろ
を
補
っ
て
い
る
。
 
 

㈲
 
Y
は
十
三
世
紀
終
り
に
A
版
と
し
て
書
き
写
さ
れ
、
こ
こ
に
ト
ラ
ス
キ
年
報
、
マ
ウ
ォ
ポ
ル
ス
キ
年
報
を
書
き
込
む
。
 
 

以
上
が
マ
レ
テ
ン
ス
キ
の
写
本
に
関
す
る
仮
説
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
Z
、
H
、
S
の
写
本
上
の
転
写
の
誤
り
、
表
現
の
類
似
、
文
章
、
 
 

文
字
の
欠
落
等
の
細
部
に
わ
た
る
比
較
を
含
む
、
詳
細
な
研
究
の
上
に
展
開
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
筆
者
に
は
こ
の
仮
説
を
論
評
し
う
 
 

四
七
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る
用
意
は
な
い
が
、
こ
の
仮
説
に
よ
れ
ば
、
ヴ
ィ
ン
セ
ン
テ
ィ
・
カ
ド
ゥ
ペ
ッ
ク
の
年
代
記
作
成
の
一
つ
の
基
礎
的
文
献
が
こ
の
 
『
か
 
 

ル
年
代
記
』
 
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
り
、
ま
た
ド
ゥ
ゴ
ー
ン
の
年
代
記
作
成
に
も
『
ガ
ル
年
代
記
』
 
が
人
き
〈
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
に
な
 
 

る
で
あ
ろ
う
。
Z
駁
の
製
本
が
ド
ゥ
ゴ
ー
ン
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、
ま
た
セ
ン
ジ
ヴ
ィ
版
の
十
五
世
紀
後
半
の
所
有
者
、
グ
ニ
エ
ズ
ノ
の
 
 

参
事
会
員
で
、
自
由
学
科
・
神
学
の
マ
ギ
ス
テ
ル
、
チ
ェ
フ
ウ
の
セ
ン
ジ
ヴ
ィ
は
ド
ゥ
ゴ
ー
シ
の
友
人
で
あ
っ
た
。
ま
た
H
版
に
は
直
 
 

接
ド
ゥ
ゴ
ー
ン
の
関
与
は
認
め
ら
れ
な
い
が
、
彼
と
ほ
ぼ
同
時
代
、
ヤ
ギ
ウ
ォ
朝
の
い
わ
ば
絶
頂
期
の
ポ
ズ
ナ
ニ
の
城
代
（
カ
ン
テ
ラ
 
 

ン
）
、
ヴ
ィ
エ
ル
コ
ボ
ル
ス
キ
州
の
長
打
 
（
ス
タ
ロ
ス
タ
）
 
シ
ャ
モ
ト
ウ
の
ピ
コ
ー
ト
ル
の
所
有
で
あ
っ
た
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
『
匿
 
 

名
の
か
ル
年
代
記
』
 
は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
版
と
し
て
は
今
＝
に
伝
え
ら
れ
て
は
い
な
い
が
、
ヴ
ィ
ン
セ
ン
テ
ィ
の
年
代
記
の
中
に
用
い
 
 

ら
れ
、
『
ポ
ー
ラ
ン
ド
諸
侠
年
代
記
』
の
中
に
再
録
さ
れ
、
ド
ゥ
ゴ
ー
シ
の
年
代
記
作
成
の
基
本
資
料
と
し
て
利
用
さ
れ
た
こ
と
は
、
こ
 
 

の
写
本
作
成
S
推
移
か
ら
浮
び
上
っ
て
き
た
重
要
な
事
実
で
あ
ろ
う
。
『
匿
名
の
ガ
ル
年
代
記
』
が
、
歴
史
文
書
と
し
て
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
 
 

S
諸
々
の
年
代
記
、
歴
史
書
の
起
点
に
あ
た
る
地
位
を
パ
め
て
い
る
の
は
、
一
つ
に
は
、
こ
う
し
た
文
脈
に
お
い
て
把
、
え
ら
れ
る
べ
き
 
 

で
あ
ろ
う
。
 
 

了
し
 
拙
稿
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
最
古
の
年
代
記
 
－
 
『
匿
名
の
か
ル
年
代
記
』
に
つ
い
て
」
 
（
F
聞
出
大
学
法
学
会
雑
誌
』
第
．
二
五
巷
第
二
日
ソ
、
一
九
八
五
空
 
 

参
照
り
 
 

↓
】
、
≒
童
ミ
…
こ
、
、
、
ミ
、
≡
．
、
、
「
、
、
＼
こ
こ
キ
、
、
⊥
言
ミ
 
▼
＝
チ
∵
ヾ
ざ
ミ
㌧
 
ミ
．
へ
、
、
ミ
∴
l
ご
…
二
、
≡
．
へ
∵
主
＼
こ
、
、
こ
 
㌻
▲
ゝ
＼
、
き
ミ
、
～
 
′
㌻
⊥
ヾ
＼
≡
†
書
 
 
 

き
訂
彗
⊇
芦
e
d
．
p
r
a
e
f
．
コ
O
t
i
s
 
C
§
さ
G
宗
旨
ぷ
泰
李
C
r
a
c
O
く
i
a
e
－
苫
N
．
と
り
わ
け
、
マ
レ
ナ
ン
ス
キ
に
よ
る
 
『
序
文
』
を
参
照
し
た
。
 
 

（
3
）
 
ド
ゥ
ゴ
・
・
シ
と
は
、
ヤ
ン
・
ド
ゥ
ゴ
ー
ン
J
a
ヨ
D
言
g
O
S
Z
こ
た
†
－
念
豆
を
指
す
∵
二
C
オ
ま
で
司
教
オ
レ
ン
ニ
ッ
キ
の
軍
記
官
を
務
め
、
後
に
 
 
 

｛
H
妊
に
人
っ
て
、
カ
ジ
ミ
エ
シ
・
ヤ
ギ
ー
ロ
ン
ナ
ク
王
の
側
近
、
ま
た
そ
の
土
†
の
師
惜
と
な
る
．
り
 
ポ
ー
ラ
ン
ド
中
世
最
大
の
歴
史
家
と
し
て
、
十
 
 
 

二
巻
か
ら
な
る
『
高
名
な
ポ
ー
ラ
ン
ド
†
同
年
代
記
』
ゝ
、
～
喜
、
猥
寅
、
へ
、
芸
～
へ
莞
㌻
c
ミ
ニ
確
認
～
き
ぎ
～
計
・
を
番
き
、
ま
た
多
く
の
司
教
の
伝
記
、
 
 
 

プ
ロ
シ
ア
の
十
字
軍
と
ポ
ー
ラ
ン
ド
と
の
争
い
の
雁
史
を
も
書
き
残
し
た
け
 
 

ザ
モ
イ
ス
キ
版
に
つ
い
て
は
、
1
・
ク
シ
ジ
ャ
ノ
フ
ス
キ
が
一
九
四
人
年
に
写
兵
版
を
出
版
し
て
い
る
。
 
 

四
九
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五
〇
 
 
 

（
4
）
 
普
通
、
二
の
ス
タ
ニ
ス
ワ
フ
伝
を
『
帥
バ
ス
タ
ニ
ス
ワ
フ
人
伝
』
 
S
訂
紆
買
、
叫
S
冒
さ
註
軋
C
岩
へ
等
叫
§
鼓
尽
ぎ
へ
首
二
＼
訂
芸
已
Q
ユ
と
呼
ぶ
。
J
．
 
 
 

D
昔
r
O
W
S
k
i
一
名
．
C
山
t
＝
讐
浩
．
拙
稿
「
聖
ス
タ
ニ
ス
ワ
フ
崇
拝
の
形
成
に
つ
い
て
」
 
（
『
岡
山
大
学
法
学
会
雑
誌
』
第
二
五
番
第
二
∵
川
＝
了
、
一
九
 
 

八
∴
年
）
 
参
照
り
 
 

（
5
）
 
『
ハ
ン
ガ
リ
7
・
ポ
ー
ラ
ン
ド
年
代
記
』
に
つ
い
て
は
、
て
K
r
O
コ
i
k
a
W
乳
e
r
s
k
？
P
O
】
s
k
a
。
i
コ
表
芸
買
｝
莞
ミ
q
き
、
毒
針
n
屯
ぎ
）
告
白
［
以
F
 
 
 

M
．
P
．
H
．
と
略
・
記
］
 
（
W
a
r
s
N
a
W
a
－
麗
豆
 
T
」
．
基
い
ご
㌢
 
 

（
6
）
 
ヤ
ン
二
フ
ド
リ
ソ
ツ
ァ
J
a
コ
．
R
a
d
ニ
c
a
∴
日
進
医
師
、
尚
書
甘
、
ク
ラ
コ
フ
i
f
J
教
。
∵
一
六
∵
午
ご
ろ
、
パ
リ
、
モ
ン
ペ
リ
エ
で
勉
強
し
、
神
学
 
 

と
医
学
の
学
上
と
な
る
。
二
二
七
年
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
⊥
摘
尚
書
宮
と
な
る
。
ウ
ァ
テ
ィ
ス
ワ
フ
・
ヤ
ギ
ェ
ウ
ォ
の
初
期
の
統
治
の
支
持
者
と
な
り
 
 

二
九
二
年
に
役
。
 
 

ヤ
ン
・
ウ
ア
ス
キ
J
a
コ
訂
s
k
i
こ
㌫
†
－
U
l
ヒ
「
 
人
法
肯
で
あ
り
、
ダ
ニ
エ
ズ
ノ
人
月
教
り
 
法
典
編
纂
、
法
の
執
行
運
動
の
指
導
者
で
あ
り
、
外
交
 
 

何
と
L
て
、
プ
ロ
シ
ア
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
へ
の
仰
人
‖
の
肌
導
者
り
 
 

（
7
）
 
セ
ン
＝
、
ン
ヴ
ィ
・
チ
エ
フ
ウ
7
S
且
N
i
w
よ
z
C
N
e
C
－
吉
こ
芸
二
彗
軍
神
サ
拝
、
－
7
マ
二
て
タ
、
グ
ニ
ュ
て
ノ
教
会
り
教
座
望
骨
参
≠
全
日
。
一
 
 

川
二
八
隼
ク
ラ
コ
フ
人
学
で
H
両
学
課
の
マ
ギ
う
丁
ル
と
な
り
、
‥
川
∵
二
∵
車
か
、
り
グ
ニ
ュ
ズ
ノ
に
移
る
り
‥
川
二
▲
七
∵
八
牛
、
フ
エ
ラ
ー
ラ
公
 
 
 

会
議
に
参
加
、
∵
川
川
＝
∵
年
バ
ー
ゼ
ル
ヘ
、
ま
た
バ
ー
ゼ
ル
か
、
り
パ
リ
へ
拙
く
り
 
」
川
川
五
年
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
帰
り
、
カ
ジ
ミ
エ
シ
・
ヤ
ギ
エ
ロ
ン
 
 
 

ナ
ウ
の
プ
ワ
ン
7
政
策
を
支
持
L
、
ト
ル
二
の
相
．
二
∴
川
六
人
年
）
 
の
交
渉
に
参
加
す
る
り
 
神
サ
、
フ
マ
ニ
ズ
ム
に
対
L
て
該
仲
な
知
恵
を
存
し
た
 
 

だ
け
で
な
く
、
歴
史
書
ワ
ァ
キ
ス
ト
の
保
≠
・
収
集
に
熱
意
を
持
っ
た
 
 

（
旦
 
ヤ
ン
・
ザ
モ
イ
ス
キ
J
a
コ
N
a
ヨ
○
）
・
S
k
i
こ
訟
？
－
宍
豆
∴
ソ
マ
ニ
ス
タ
、
尚
書
T
r
、
軍
司
人
”
什
 
（
ヘ
ッ
ト
マ
ン
∵
 
パ
リ
、
ス
ト
ラ
ス
ブ
ル
グ
、
パ
 
 
 

ド
け
ァ
の
各
人
学
で
法
学
を
サ
ぴ
、
∵
h
六
≠
隼
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
帰
附
し
て
、
ス
テ
フ
ァ
ン
・
バ
ト
E
リ
 
の
王
適
〓
緩
は
、
土
の
日
収
高
の
顧
問
宮
 
 

と
な
る
＝
｛
五
八
一
牛
、
ヘ
ッ
ト
ア
／
に
即
位
。
バ
ト
ー
リ
時
代
の
外
史
の
指
導
者
、
軍
小
指
や
者
と
な
る
㌧
一
行
八
九
牛
、
引
退
後
、
ザ
モ
シ
チ
 
 

に
H
殿
を
作
り
、
∵
九
九
三
年
サ
モ
ン
ナ
に
ア
カ
デ
ミ
ア
を
創
★
し
、
多
く
の
文
人
、
知
識
人
を
養
成
す
る
り
 
 

（
9
）
 
ス
タ
ニ
ス
ワ
フ
・
ポ
ニ
ャ
ト
ブ
ス
キ
▲
ア
ウ
ダ
ス
ト
S
t
a
コ
i
s
芯
w
A
u
g
u
s
t
P
〇
コ
i
a
t
O
W
S
k
i
一
（
－
詔
N
⊥
⊇
箪
ポ
ー
ラ
ン
ド
∫
在
位
は
一
七
六
川
－
 
 

九
．
九
年
り
 
 

（
川
）
 
タ
デ
ウ
・
ン
・
十
ヤ
ツ
キ
T
a
d
e
u
s
N
C
N
a
C
k
i
こ
宗
†
－
賀
箪
庫
裏
活
動
軍
 
チ
ャ
ツ
キ
に
つ
い
て
は
、
前
掲
の
拙
帖
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
巌
古
の
年
代
 
 
 

記
」
 
九
∴
ペ
ー
∴
／
参
照
。
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第
二
章
 
作
品
形
式
と
作
者
の
出
自
 
 

『
匿
名
の
ガ
ル
年
代
記
』
を
、
い
か
な
る
歴
史
書
の
ジ
ャ
ン
ル
に
入
れ
る
べ
き
か
、
に
つ
い
て
も
多
く
の
論
争
の
的
と
な
っ
て
き
た
。
 
 

と
り
わ
け
、
い
わ
ゆ
る
『
年
代
記
』
C
h
r
O
コ
i
c
O
コ
の
部
類
に
入
れ
る
べ
き
か
、
そ
れ
と
も
、
『
功
業
録
』
G
e
s
t
a
の
部
類
に
入
れ
る
べ
き
 
 

か
、
に
つ
い
て
は
比
解
は
大
き
く
分
か
れ
て
い
る
。
 
 
 

通
常
、
中
世
に
お
い
て
善
か
れ
た
『
年
代
記
』
C
h
r
O
コ
i
c
O
コ
は
、
セ
ビ
リ
ア
の
イ
ン
ド
ー
ル
が
与
え
た
定
義
に
よ
っ
て
、
「
時
竜
○
岩
∩
 
 

の
連
鎖
t
e
ヨ
p
O
r
u
m
S
e
r
i
e
s
」
と
呼
ば
れ
、
▲
大
地
創
造
か
、
あ
る
い
は
キ
リ
ス
ト
生
誕
暗
か
ら
、
『
年
代
記
』
の
作
者
の
時
代
ま
で
の
出
 
 

来
事
を
、
時
系
列
に
従
っ
て
叙
述
し
て
い
く
も
の
で
あ
っ
た
。
中
世
に
は
、
こ
の
 
『
年
代
記
』
 
の
他
に
も
、
作
者
の
同
時
代
の
出
来
事
 
 

を
毎
年
毎
に
手
短
か
に
書
き
記
し
て
い
く
A
コ
コ
a
訂
s
『
編
年
誌
』
 
（
ま
た
は
『
年
報
』
）
 
の
形
式
を
と
っ
た
歴
史
書
も
書
か
れ
て
い
る
が
、
 
 

こ
れ
は
概
ね
短
期
間
の
出
来
事
を
カ
ヴ
ァ
ー
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
長
い
時
代
を
含
む
歴
史
書
は
、
や
は
り
 
『
年
代
記
』
 
と
呼
ば
れ
て
 
 

い
る
。
 
 
 

そ
れ
に
対
し
て
、
『
功
業
録
』
と
は
、
す
ぐ
れ
た
人
物
の
行
為
を
描
く
こ
と
に
重
点
を
置
く
も
の
で
、
時
の
順
序
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
 
 

関
心
を
払
わ
ず
、
む
し
ろ
、
功
績
の
内
的
関
連
性
を
轟
祝
し
、
さ
ら
に
そ
の
表
現
方
法
に
お
い
て
親
文
的
形
式
を
取
る
も
の
が
多
い
り
 
 
 

以
上
の
点
か
ら
み
る
な
ら
ば
、
『
匿
名
の
ガ
ル
年
代
記
』
 
は
、
『
年
代
記
』
 
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
 
『
功
業
録
』
 
に
属
す
る
と
し
た
方
 
 

が
よ
い
か
も
し
れ
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
の
第
一
巷
は
、
は
じ
め
の
五
章
を
除
け
ば
、
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
章
を
ボ
レ
ス
ワ
フ
・
フ
ロ
 
 

ブ
リ
と
ボ
レ
ス
ワ
フ
・
シ
ナ
ヨ
ド
リ
の
治
政
と
人
物
像
の
描
写
に
あ
て
、
第
二
巻
に
お
い
て
は
、
は
じ
め
の
七
草
は
ボ
レ
ス
ワ
フ
・
タ
 
 

ン
サ
ウ
ス
テ
ィ
の
父
ヘ
ル
マ
ン
の
統
治
を
描
い
て
い
る
が
、
そ
れ
以
外
は
、
第
五
〇
章
の
終
り
に
い
た
る
ま
で
、
ボ
レ
ス
ワ
フ
・
タ
ン
 
 

ヴ
ウ
ス
テ
イ
の
功
績
を
描
く
こ
と
に
あ
て
ら
れ
て
お
り
、
第
三
巻
は
、
す
べ
て
、
ボ
レ
ス
ワ
フ
・
ク
シ
ヴ
ウ
ス
テ
イ
の
功
績
を
描
く
こ
 
 

五
一
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ム
二
 
 
 

と
に
あ
て
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
い
い
か
え
れ
ば
、
『
匿
名
の
ガ
ル
年
代
記
』
は
、
三
代
に
わ
た
る
ボ
レ
ス
ワ
フ
の
英
雄
的
功
績
を
 
 

賛
え
た
 
『
功
業
録
』
 
と
い
っ
て
も
い
い
か
も
し
れ
な
い
の
で
あ
る
。
実
際
、
『
匿
名
の
ガ
ル
年
代
記
』
 
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
訳
者
で
も
あ
り
、
 
 

こ
の
年
代
記
研
究
の
権
威
プ
レ
ジ
ア
も
、
こ
の
年
代
記
を
英
雄
武
勲
詩
C
h
a
コ
S
O
コ
d
e
g
e
s
t
e
に
近
い
作
品
で
あ
り
、
ま
た
同
時
代
に
 
 

善
か
れ
た
 
『
ハ
ン
ガ
リ
ア
人
の
功
業
録
』
 
に
酷
似
し
た
作
‖
仰
と
し
て
い
る
。
ま
た
 
『
匿
名
の
ガ
ル
年
代
記
』
 
の
校
訂
版
を
出
L
た
K
・
 
 

マ
レ
テ
ン
ス
キ
も
ま
た
、
『
功
業
錨
』
の
立
場
を
取
り
、
南
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
や
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
地
方
で
十
一
世
紀
か
ら
十
二
世
紀
に
書
か
 
 

れ
た
八
つ
の
 
『
功
業
錨
』
 
に
類
似
の
作
品
と
し
て
い
る
。
し
か
も
プ
レ
ジ
ア
も
マ
レ
テ
ン
ス
キ
も
『
匿
名
の
ガ
ル
年
代
記
』
 
の
文
体
に
 
 

着
目
し
、
そ
の
昔
し
い
韻
文
的
傾
向
を
指
摘
し
て
、
こ
れ
を
や
は
り
一
種
の
英
雄
武
勲
詩
と
し
て
い
る
。
 
 
 

こ
う
し
て
マ
レ
テ
ン
ス
キ
も
プ
レ
ジ
ア
も
、
こ
の
年
代
記
の
作
‖
仰
と
し
て
の
形
式
を
『
功
業
録
』
 
と
す
る
点
で
は
一
致
し
て
い
る
じ
 
 

し
か
し
、
他
な
ら
ぬ
年
代
記
の
文
体
研
究
か
ら
引
き
出
さ
れ
た
、
作
者
の
出
自
を
め
ぐ
る
論
点
に
お
い
て
は
、
両
者
の
見
解
は
相
違
し
 
 

た
ま
ま
で
あ
る
じ
 
 
 

確
か
に
プ
レ
ジ
ア
も
マ
レ
テ
ン
ス
キ
も
、
こ
の
年
代
記
の
文
体
の
特
徴
を
律
動
的
文
体
 
（
c
u
r
s
u
s
v
e
－
O
X
一
C
u
r
S
u
S
t
a
r
d
u
s
し
 
と
二
 
 

存
節
押
韻
を
多
川
す
る
散
文
的
親
文
と
す
る
点
で
は
l
一
致
し
て
い
る
が
、
こ
の
文
体
を
川
い
て
作
ら
れ
た
作
品
の
普
及
範
川
、
ま
た
そ
 
 

れ
と
関
連
L
た
年
代
記
作
省
の
山
口
に
つ
い
て
は
、
見
解
を
異
に
し
て
い
る
。
プ
レ
ジ
ア
は
、
こ
の
文
体
は
、
十
一
世
紀
の
終
り
か
ら
 
 

卜
二
世
紀
に
か
け
て
の
時
期
に
お
い
て
は
、
ト
ウ
ー
ル
、
オ
ル
レ
ア
ン
を
小
心
と
す
る
小
部
フ
ラ
ン
ス
に
よ
く
見
ら
れ
た
も
の
と
し
、
 
 

ガ
ル
の
作
品
の
文
体
を
、
こ
の
中
部
フ
ラ
ン
ス
の
詩
人
ラ
ヴ
ア
ン
ダ
ン
の
ヒ
ル
デ
ベ
ル
ト
H
i
己
e
b
e
r
t
a
z
L
a
く
a
r
d
i
コ
の
そ
れ
に
似
て
 
 

い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
プ
レ
ジ
ア
は
こ
う
し
た
見
地
に
立
っ
て
、
年
代
記
の
作
者
を
中
部
フ
ラ
ン
ス
の
出
自
で
あ
り
、
こ
の
地
方
で
 
 

教
育
を
受
け
た
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
派
修
道
僧
と
し
て
、
南
フ
ラ
ン
ス
の
聖
イ
ジ
工
数
会
に
移
り
、
そ
こ
か
ら
ハ
ン
ガ
リ
ア
へ
渡
り
、
何
ら
 
 

か
の
群
由
で
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
追
放
さ
れ
た
者
と
想
定
し
て
い
る
。
 
 
 

他
方
で
マ
レ
テ
ン
ス
キ
は
、
こ
の
律
動
的
文
体
と
二
音
節
押
韻
の
散
文
の
技
法
の
普
及
範
酬
を
フ
ラ
ン
ド
ル
、
ベ
ル
ギ
ー
、
オ
ラ
ン
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ダ
、
ラ
イ
ン
地
方
に
求
め
、
と
く
に
フ
ラ
ン
ド
ル
人
ボ
ン
・
エ
ス
パ
ラ
ン
ス
修
道
院
長
オ
ノ
の
フ
ィ
リ
ッ
プ
F
i
－
i
p
N
H
a
i
コ
a
u
t
の
作
 
 

品
こ
そ
、
ガ
ル
の
作
品
に
み
ら
れ
る
技
法
の
典
型
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
慰
ま
た
、
ボ
レ
ス
ワ
フ
・
フ
ロ
ブ
リ
の
哀
悼
歌
（
第
一
巻
 
 

第
一
六
章
）
 
は
、
プ
リ
ユ
ム
の
レ
ギ
ノ
の
千
に
な
る
年
代
記
の
中
に
収
め
ら
れ
て
い
る
、
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
の
ペ
ッ
ク
修
道
院
長
、
後
に
 
 

カ
ン
タ
ベ
り
－
人
司
教
と
な
っ
た
ラ
ン
フ
ラ
ン
ク
の
哀
悼
歌
と
、
そ
の
構
造
と
表
現
に
お
い
て
酷
似
し
て
い
る
と
い
う
 
（
十
五
音
節
、
 
 

三
行
詩
、
共
通
の
言
葉
の
使
用
）
。
こ
う
し
た
見
地
に
立
っ
て
マ
レ
テ
ン
ス
キ
は
、
年
代
記
の
作
者
を
、
生
地
は
ま
だ
明
ら
か
に
さ
れ
て
 
 

い
な
い
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
そ
の
地
か
ら
追
放
さ
れ
、
フ
ラ
ン
ド
ル
地
方
で
教
育
を
う
け
、
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
の
ペ
ッ
ク
修
道
院
か
そ
れ
 
 

に
関
係
し
た
教
会
施
設
に
立
ち
寄
り
、
一
二
一
年
ご
ろ
、
ハ
イ
ン
リ
ヒ
 
（
ヘ
ン
リ
ク
）
 
五
世
の
宮
廷
に
入
り
、
同
年
に
は
ポ
ー
ラ
ン
 
 

ド
の
宮
廷
に
入
っ
た
人
物
と
想
定
し
て
い
か
。
 
 
 

い
う
ま
で
も
な
く
、
筆
者
に
は
、
プ
レ
ジ
ア
の
説
と
マ
レ
テ
ン
ス
キ
の
説
の
ど
ち
ら
が
よ
り
説
得
的
で
あ
る
か
、
を
論
じ
う
る
力
量
 
 

も
そ
の
用
意
も
な
い
。
た
だ
両
者
と
も
こ
の
年
代
記
の
作
者
の
出
自
を
、
中
部
フ
ラ
ン
ス
で
あ
れ
、
北
東
フ
ラ
ン
ス
で
あ
れ
、
フ
ラ
ン
 
 

ス
の
、
し
か
も
ラ
テ
ン
語
文
化
の
中
心
地
に
関
係
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
意
味
で
は
、
広
く
作
者
の
文
化
的
出
自
を
、
当
時
 
 

の
フ
ラ
ン
ス
の
ラ
テ
ン
語
文
化
圏
と
す
る
こ
と
も
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
 
 
 

し
か
し
な
が
ら
、
作
品
の
形
式
を
 
『
功
業
錨
』
 
と
す
る
点
は
、
や
は
り
留
保
す
べ
き
点
で
あ
ろ
う
。
確
か
に
前
に
述
べ
た
よ
う
に
、
 
 

こ
の
年
代
記
の
紙
幅
の
大
半
は
、
ボ
レ
ス
ワ
フ
・
フ
ロ
ブ
リ
、
ボ
レ
ス
ワ
フ
・
シ
ナ
ョ
ド
リ
、
ボ
レ
ス
ワ
フ
・
ク
シ
ヴ
ウ
ス
テ
イ
の
功
 
 

績
の
描
ギ
に
あ
て
ら
れ
て
は
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
紹
介
の
方
法
は
、
一
人
一
人
の
人
物
の
功
績
に
つ
い
て
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
 
 

れ
た
描
写
を
す
る
と
い
う
の
で
は
な
く
、
特
定
の
視
角
か
ら
光
が
あ
て
ら
れ
た
領
域
に
叙
述
を
集
中
す
る
と
い
う
方
法
で
あ
る
。
 
 
 

今
、
簡
単
に
 
『
匿
名
の
グ
ル
年
代
記
』
 
の
構
成
を
左
に
示
し
て
み
よ
う
。
 
 

五
三
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［
m
］
第
一
巻
 
第
二
七
章
 
 

∴
 
 

第
二
二
幸
 
 

［
Ⅳ
］
第
一
巻
 
第
二
三
章
 
 

∵
 
 

第
二
九
章
 
 

［
Ⅴ
］
第
一
巻
 
第
三
〇
奇
 
 

策
三
〓
早
 
 

第
二
巻
 
 
第
一
章
 
 

∴
 
 

第
八
草
 
 

［
H
］
第
一
巻
 
第
六
章
／
 
 
 

第
二
㌻
一
 
 

［
Ⅰ
］
第
一
巻
 
 
第
一
章
 
 

∴
 
 

第
五
章
 
 

ウ
ア
ナ
ィ
ス
ワ
フ
・
ヘ
ル
マ
ン
の
統
治
、
息
子
ズ
ピ
グ
ニ
ュ
フ
と
の
争
い
 
 
 

ボ
レ
ス
ワ
フ
・
シ
ナ
ョ
ド
リ
の
統
治
 
 

カ
ジ
ミ
エ
シ
復
興
王
の
統
治
 
 

ボ
レ
ス
ワ
フ
、
フ
ロ
ブ
リ
の
統
治
 
－
 
オ
ッ
ト
ー
三
世
と
の
会
見
、
ル
ー
シ
攻
略
 
 

ピ
ア
ス
ト
朝
の
起
源
か
ら
ミ
ュ
シ
コ
一
世
の
統
治
 
 

五  
四  
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『
匿
名
の
ガ
ル
年
代
記
』
 
の
構
成
を
こ
の
よ
う
に
七
つ
の
部
分
 
（
［
Ⅰ
］
 
か
ら
［
Ⅶ
］
）
 
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
れ
ば
、
こ
の
 
 

［
Ⅶ
］
 
の
部
分
は
、
そ
れ
自
体
、
一
巻
分
に
相
当
す
る
分
量
で
あ
り
、
そ
の
主
要
な
テ
ー
マ
は
、
ボ
レ
ス
ワ
フ
・
ク
シ
ヴ
ウ
ス
テ
イ
に
 
 

よ
る
神
聖
ロ
ー
マ
皇
帝
ハ
イ
ン
リ
ヒ
五
世
と
の
戦
い
、
お
よ
び
、
そ
の
戦
さ
と
関
連
し
た
ポ
モ
ー
ジ
ェ
、
モ
ラ
ヴ
ィ
ア
の
攻
略
で
あ
る
。
 
 

そ
こ
で
は
、
ハ
イ
ン
リ
ヒ
五
世
に
対
し
て
、
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
古
き
自
由
」
の
擁
護
が
主
張
さ
れ
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
が
正
統
な
王
国
で
あ
る
 
 

こ
と
が
力
説
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
年
代
記
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
が
こ
の
部
分
に
あ
る
こ
と
は
、
お
そ
ら
く
否
定
し
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
い
わ
 
 

ば
、
こ
の
年
代
記
は
、
こ
の
 
［
Ⅶ
］
 
の
部
分
の
た
め
に
、
こ
の
部
分
で
展
開
さ
れ
て
い
る
主
張
を
補
強
し
、
権
威
づ
け
る
た
め
に
そ
の
 
 

他
の
部
分
が
善
か
れ
る
、
と
い
う
構
成
を
持
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
 
 
 

も
し
こ
の
よ
う
な
整
理
が
許
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
こ
の
年
代
記
の
全
体
の
意
図
が
、
個
々
の
統
治
者
の
功
績
を
描
く
と
い
う
の
で
は
 
 

な
く
、
王
・
公
を
含
め
た
当
時
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
社
会
の
有
力
者
達
が
追
求
し
て
き
た
一
定
の
政
策
の
表
明
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
 
 

で
あ
る
。
そ
し
て
こ
う
し
た
視
点
か
ら
、
自
ら
の
拠
っ
て
立
つ
王
朝
の
正
統
性
を
そ
の
歴
史
の
起
点
か
ら
叙
述
す
る
こ
と
と
な
っ
た
、
 
 

と
思
わ
れ
る
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
、
こ
の
年
代
記
は
や
は
り
王
朝
の
歴
史
を
そ
の
起
点
か
ら
年
代
順
に
書
き
記
し
て
い
く
『
年
代
記
』
 
 

C
r
O
コ
i
c
O
コ
の
名
に
価
す
る
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
ザ
モ
イ
ス
キ
版
の
テ
キ
ス
ト
に
、
十
五
世
紀
に
書
き
加
え
ら
れ
た
銘
『
ポ
ー
ラ
 
 

ン
ド
の
古
き
年
代
記
』
一
。
C
r
O
コ
i
c
a
完
t
u
S
P
O
－
○
コ
i
a
e
。
も
、
ま
た
十
六
世
紀
の
署
名
に
『
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
国
年
代
記
』
一
一
C
r
O
コ
i
c
O
n
P
O
－
O
n
i
a
e
 
 

五
五
 
 
 

［
Ⅵ
］
 
第
二
巻
 
 
第
九
章
 
 

＝
 
 

第
五
〇
章
 
 

［
Ⅶ
］
第
三
巻
 
 
第
一
章
 
 

Ⅰ
 
 

第
二
六
章
 
 
ボ
レ
ス
ワ
フ
・
ク
シ
ヴ
ウ
ス
テ
イ
の
統
治
 
 

神
皇
ロ
ー
マ
皇
帝
ハ
ィ
ン
リ
ヒ
五
世
と
の
戦
い
、
ポ
モ
ー
ジ
ェ
、
モ
ラ
ヴ
ィ
ア
攻
略
 
 

ボ
レ
ス
ワ
フ
・
ク
シ
ヴ
ウ
ス
テ
イ
の
統
治
 
 

ポ
モ
ー
ジ
ェ
・
モ
ラ
ヴ
ィ
ア
攻
略
の
経
過
、
ズ
ピ
グ
ニ
ュ
フ
 
（
兄
）
 
と
の
内
紛
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五
六
 
 
 

r
e
g
亡
ヨ
。
と
あ
る
の
も
、
十
五
・
六
世
紀
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
知
識
人
が
こ
の
よ
う
に
理
解
し
て
い
た
こ
と
の
証
左
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
 
 
 

し
か
し
な
が
ら
 
『
匿
名
の
ガ
ル
年
代
記
』
 
に
託
し
た
、
当
時
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
有
力
者
達
の
自
己
主
張
は
、
ラ
テ
ン
語
に
よ
る
韻
文
 
 

的
散
文
に
よ
る
歴
史
叙
述
と
い
う
形
式
を
と
ら
ぎ
る
を
得
な
か
っ
た
こ
と
も
確
か
な
こ
と
で
あ
る
。
他
の
国
々
に
対
す
る
主
張
と
し
て
 
 

も
、
ま
た
自
己
了
解
の
形
と
し
て
も
、
文
字
は
ラ
テ
ン
語
し
か
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
ま
た
、
こ
の
年
代
記
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
 
 

を
解
く
た
め
に
は
、
や
は
り
、
ラ
テ
ン
語
に
よ
る
文
章
表
現
の
文
献
学
的
検
討
が
欠
か
し
え
ぬ
作
業
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
以
下
そ
 
 

の
作
業
を
筆
者
の
能
力
の
及
ぶ
か
ぎ
り
、
検
討
し
て
み
る
こ
と
と
す
る
。
た
だ
し
、
あ
く
ま
で
も
こ
の
年
代
記
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
明
ら
 
 

か
に
す
る
と
い
う
視
点
か
ら
必
要
な
限
り
の
検
討
・
紹
介
に
と
ど
め
て
お
く
こ
と
と
す
る
。
 
 

（
1
）
 
『
年
代
記
』
 
の
部
類
に
人
る
と
主
張
す
る
研
究
に
以
下
の
も
の
が
あ
る
い
s
t
．
K
爪
t
r
～
y
訝
k
i
訂
、
、
§
芸
叫
ヨ
こ
馬
Q
か
⊇
已
訂
（
R
A
U
【
禁
這
ぃ
望
．
 
 
 

W
．
K
爪
t
r
～
y
訝
k
i
－
＞
寮
監
q
扁
≡
▲
一
局
ン
：
買
ぎ
惑
こ
訂
敦
㌻
：
ぷ
．
計
琶
3
叫
各
N
尽
か
⊇
3
町
訂
官
、
洛
叫
乳
（
R
A
U
一
忘
重
u
箪
M
．
G
u
ヨ
p
－
○
ま
〔
～
．
蟄
s
c
打
電
 
 

知
己
軋
乳
3
G
已
㌻
s
芦
和
⊇
紀
」
▲
一
叫
（
声
（
S
昔
N
b
e
r
．
d
．
A
k
a
d
．
d
．
W
i
s
s
．
W
i
e
コ
」
笠
ひ
」
〕
N
）
．
R
．
G
r
O
d
e
〔
k
i
－
ゝ
喜
弐
叫
S
訂
芦
（
訂
、
、
．
巧
言
ヽ
～
ぎ
～
官
、
∽
訂
 
 
 

（
K
r
a
k
ひ
w
－
語
草
F
．
P
O
h
O
r
e
〔
k
i
昏
富
を
こ
ぎ
鼓
豊
臣
詰
こ
ぎ
室
ぎ
二
P
O
N
コ
a
ひ
一
芸
芦
M
・
プ
レ
ジ
ア
の
見
解
は
、
『
功
業
録
』
と
す
る
見
 
 
 

解
と
 
『
年
代
記
』
 
と
す
る
見
解
の
中
間
に
立
っ
て
い
る
。
M
．
P
－
e
N
i
a
一
巧
言
3
N
．
訂
G
へ
註
屯
営
賢
已
乳
Q
3
．
局
ぶ
き
】
臼
軍
一
（
K
r
a
k
か
w
－
冨
ご
．
 
 

一
種
の
顕
彰
丈
と
見
る
者
に
B
．
C
h
－
e
b
O
W
S
k
i
忘
ぎ
鼓
紆
訂
芦
n
註
器
官
訂
㌢
官
房
ぢ
号
室
註
こ
許
良
書
：
ざ
諺
各
号
を
首
 
W
a
r
s
N
a
W
a
 
 
 

－
芝
草
K
．
K
r
O
t
O
S
k
i
－
○
 
言
註
邑
旨
こ
萱
兎
官
許
N
㌢
3
云
＆
宮
き
さ
去
≡
デ
 
K
r
a
k
ひ
w
－
警
豆
T
．
↓
y
〔
－
Z
計
杏
賢
一
ぎ
ぎ
づ
一
等
h
廿
、
㌢
へ
へ
 
 
 

叫
忘
軋
3
叫
Q
賀
叫
寛
N
責
旦
Ⅰ
Ⅰ
（
P
O
N
コ
a
ひ
ー
悪
妻
 
『
伝
記
』
 
と
見
る
も
の
に
、
T
．
T
y
c
－
A
コ
○
コ
i
m
ゝ
叫
局
 
l
岩
「
叫
記
寛
叫
嘆
）
哲
、
顎
首
｛
一
三
W
a
r
s
N
a
W
a
－
諾
箪
 
 

『
歴
史
物
語
』
 
（
『
伝
承
』
）
 
と
す
る
も
の
に
A
．
B
r
芳
k
コ
e
r
㌦
ま
ま
ご
ぶ
ぎ
室
点
こ
ぎ
意
㌫
賢
き
蔓
窒
息
P
r
N
e
g
－
．
H
i
s
t
」
誓
ぃ
．
〓
 
 

（
2
）
 
h
音
更
き
首
．
⊇
S
叫
．
ね
町
告
3
．
L
i
b
．
く
（
M
i
g
コ
e
0
0
N
こ
N
－
P
一
d
r
O
コ
i
c
a
G
r
a
e
c
e
d
訂
ぎ
r
〉
q
u
a
e
L
a
t
i
コ
e
t
e
m
p
（
）
r
⊂
ヨ
S
e
r
i
e
s
a
p
p
e
ニ
a
t
亡
r
〉
 
 
 

q
亡
a
】
2
m
a
p
u
d
G
r
a
e
〔
O
S
E
亡
S
e
b
i
u
s
C
a
e
s
a
r
i
e
コ
S
i
s
e
p
i
s
c
O
p
亡
S
e
d
i
d
i
t
㌔
t
 
H
i
e
r
O
コ
y
m
u
S
p
r
e
S
b
y
〔
e
r
i
n
L
a
〔
i
コ
a
ヨ
H
コ
g
亡
a
ヨ
〔
○
コ
扁
r
t
i
t
．
 
 
 

メ
冨
卓
六
e
コ
i
m
G
r
a
e
c
e
一
L
a
t
i
コ
e
t
e
m
p
u
S
i
コ
t
e
r
p
r
e
t
a
t
亡
r
．
。
イ
ン
ド
ー
ル
ス
は
、
カ
エ
サ
リ
ア
の
エ
ウ
セ
ビ
ウ
ス
が
は
じ
め
た
、
人
地
創
造
か
ら
 
 
 

は
じ
ま
る
 
『
朋
約
聖
書
』
以
来
の
歴
史
と
一
般
史
と
を
対
照
配
列
す
る
方
式
を
受
け
つ
ぎ
発
展
さ
せ
た
。
 
 

（
3
）
 
ハ
ス
キ
シ
ス
に
お
い
て
も
、
占
典
古
代
の
ツ
キ
デ
ィ
デ
ス
や
タ
キ
ト
ゥ
ス
以
来
の
編
年
史
A
コ
コ
a
－
e
s
と
並
ん
で
、
中
世
に
お
い
て
教
会
の
復
活
祭
 
 
 

暦
表
に
書
き
込
ま
れ
た
雑
記
録
か
ら
生
じ
た
も
う
一
つ
の
編
年
誌
A
コ
コ
a
－
e
s
の
成
正
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
後
に
は
こ
の
編
年
誌
と
年
代
記
と
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が
統
合
し
て
、
全
体
と
し
て
年
代
記
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
ド
ゥ
ゴ
ー
ン
の
年
代
記
む
二
一
A
n
n
a
】
e
s
s
e
u
C
r
O
コ
i
c
a
e
∴
－
と
呼
ば
れ
る
。
 
 
 

H
a
s
k
i
コ
S
．
名
．
C
i
t
．
も
．
N
写
ハ
ス
キ
ン
ス
、
前
掲
書
、
二
〇
四
ペ
ー
ジ
。
ワ
串
P
－
e
N
i
a
∵
．
W
s
t
電
ご
i
n
b
彗
ヾ
N
、
S
訂
声
訂
、
二
K
r
a
k
か
w
－
霊
N
．
B
．
 
 

N
し
一
p
．
怠
．
 
 

（
4
）
 
P
－
e
z
i
a
〉
O
p
．
C
i
（
こ
p
．
誓
．
M
e
－
e
c
N
y
訝
k
二
U
p
〉
C
i
t
．
も
．
た
．
 
 

「
5
）
 
マ
レ
ナ
ン
ス
キ
は
、
ガ
ル
の
年
代
記
と
同
時
代
の
、
二
〇
年
以
前
に
善
か
れ
た
 
『
功
業
録
』
G
e
s
t
a
と
し
て
、
以
下
八
つ
の
作
品
を
挙
げ
て
 
 

い
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
作
品
の
す
べ
て
は
、
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
か
南
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
書
か
れ
た
、
と
し
て
い
る
。
マ
レ
ナ
ン
ス
キ
が
 
『
ガ
ル
年
代
 
 
 

・
記
』
 
の
作
者
の
文
化
的
出
自
を
北
フ
ラ
ン
ス
に
求
め
る
一
つ
の
背
景
が
こ
こ
に
あ
る
。
 
 

①
 
G
e
s
t
a
 
W
i
ニ
e
－
ヨ
i
C
O
コ
q
u
e
S
t
O
r
i
s
 
 

扁
軸
 
W
i
－
h
e
－
m
 
N
 
P
O
i
t
i
e
r
 
弊
憮
個
－
○
ご
⊥
○
記
 
 

②
 
G
e
s
t
a
 
N
O
r
ヨ
a
n
コ
O
r
u
m
 
d
u
c
u
ヨ
 
 

講
軸
 
W
H
h
e
一
m
z
l
u
m
i
厨
e
 
興
亜
捕
－
ヨ
ー
 
 

③
 
G
e
s
t
a
 
R
O
b
e
r
t
i
 
W
i
s
c
a
r
d
i
 
 

扁
軸
 
W
i
－
h
e
】
ヨ
N
 
A
p
u
－
i
i
 
堂
加
ぶ
［
＝
；
票
〓
－
○
 
 

④
 
G
e
s
t
a
 
T
a
コ
C
r
e
d
i
 
 

扁
軸
 
R
a
d
u
－
f
N
C
a
e
コ
 
撃
棚
禍
 
〓
ミ
 
 

⑤
 
G
e
s
t
a
 
r
e
g
u
ヨ
A
コ
g
】
O
r
u
m
 
 

講
顛
 
W
i
－
h
e
l
ヨ
Z
 
M
a
－
ヨ
e
S
b
u
r
）
1
 
磐
城
ヰ
 
〓
N
O
奇
E
蟄
 
 

⑥
 
G
e
s
t
a
 
F
r
a
コ
C
O
r
u
ヨ
e
（
a
】
i
O
r
u
ヨ
H
i
e
r
O
S
O
－
i
∃
｛
t
a
コ
O
r
u
芦
 
 

襲
棚
橋
－
烹
這
 
 

講
水
 
圏
鮒
 
 

⑦
 
G
e
s
t
a
 
d
e
i
p
e
r
F
r
a
コ
C
O
S
 
 

講
車
 
G
u
i
b
e
r
t
N
 
N
O
g
e
コ
t
 
撃
棚
橋
 
〓
≡
 
 

⑧
 
H
i
s
t
O
r
i
a
F
r
a
n
c
O
r
u
ヨ
q
亡
i
c
e
p
e
r
亡
n
t
J
e
r
u
s
a
－
e
m
 
 

詩
的
 
R
a
j
ヨ
亡
n
d
N
 
A
g
こ
e
s
 
些
細
稲
 
 

（
6
）
 
『
ゲ
ル
年
代
記
』
の
文
体
研
究
に
つ
い
て
は
、
F
・
ポ
ホ
レ
ツ
キ
の
研
究
が
第
二
に
挙
げ
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
F
．
P
O
h
O
r
e
C
k
i
〉
」
ぞ
、
S
詩
Q
き
・
毒
叫
敦
 
 

G
已
訂
・
ム
ヨ
ミ
N
N
．
S
声
（
P
O
Z
コ
卸
n
－
器
享
 
 

（
7
）
 
P
】
e
z
i
a
－
O
P
．
C
i
t
．
〉
p
」
－
一
p
．
£
⊥
芦
 
 

五
七
 
 
 



相 法（49＝ 58  

『
匿
名
の
ガ
ル
年
代
記
』
 
の
作
者
が
依
拠
し
た
典
拠
に
つ
い
て
は
、
マ
レ
テ
ン
ス
キ
の
研
究
が
詳
細
に
こ
れ
を
追
求
し
、
筆
者
自
身
 
 

も
主
に
こ
の
研
究
に
拠
っ
て
翻
訳
∴
江
釈
を
書
き
進
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
ど
の
程
作
者
が
典
拠
を
意
識
し
て
自
ら
の
文
苛
を
 
 

作
成
し
た
か
、
に
つ
い
て
は
、
今
日
で
も
確
定
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
い
作
者
の
文
体
が
、
い
わ
ゆ
る
「
韻
文
的
散
文
＝
p
r
O
Z
a
r
y
ヨ
O
W
a
コ
a
。
 
 

で
あ
る
た
め
、
典
拠
と
思
わ
れ
る
文
章
を
変
形
し
て
利
用
し
て
お
り
、
ま
た
作
者
臼
身
が
大
部
分
は
典
拠
を
挙
げ
ず
に
い
る
か
ら
で
あ
 
 

る
。
た
だ
し
、
第
二
巻
第
三
章
で
は
『
起
源
の
書
』
 
と
し
て
、
ヨ
ゼ
フ
ス
の
 
『
古
代
ユ
ダ
ヤ
史
』
 
か
『
旧
約
聖
書
』
か
の
ど
ち
ら
か
が
 
 

言
及
さ
れ
て
い
る
し
、
第
二
巻
第
一
六
章
で
は
、
サ
ル
ス
テ
イ
ウ
ス
の
 
『
ユ
グ
ル
タ
戦
記
』
 
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
 
 
 

今
日
ま
で
の
研
究
を
踏
ま
え
れ
ば
、
作
者
が
最
も
依
拠
し
て
い
る
典
拠
は
や
は
り
ウ
ル
ガ
ー
タ
版
『
聖
書
』
 
で
あ
り
、
次
い
で
サ
ル
 
 

ス
テ
イ
ウ
ス
の
 
『
ユ
グ
ル
タ
戦
記
』
、
『
カ
テ
ィ
リ
ナ
戦
記
』
 
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
筆
者
の
注
釈
も
可
能
な
か
ぎ
り
、
こ
の
典
拠
の
 
 

引
用
に
つ
い
て
は
注
記
し
て
お
い
た
。
マ
レ
ナ
ン
ス
キ
に
よ
れ
ば
カ
エ
サ
ル
の
 
『
ガ
リ
ア
戦
記
』
 
に
つ
い
て
は
、
六
度
の
引
用
な
い
し
 
 

示
唆
が
あ
り
、
リ
ヴ
ィ
ウ
ス
は
、
シ
リ
ウ
ス
・
イ
タ
リ
ク
ス
の
 
『
カ
ル
タ
ゴ
人
』
を
介
し
て
一
度
だ
け
触
れ
ら
れ
て
い
る
。
艇
史
家
の
 
 
 

lllO 9 XX 

P
】
e
N
i
a
一
〇
P
．
C
i
t
．
も
．
竿
〓
．
 
 

M
a
－
e
c
z
y
訝
k
i
も
p
．
C
i
t
．
も
．
諾
・
誤
．
 
 

M
a
－
e
c
z
y
訝
k
i
▼
O
p
．
C
i
t
．
〉
p
．
雷
．
 
 

P
、
】
a
l
e
c
N
昔
s
k
i
も
p
．
C
i
t
．
】
P
．
誤
・
冊
声
 
 

第
三
章
 
典
拠
と
若
干
の
政
治
学
的
用
語
 
 

王
 
（
レ
ッ
ク
ス
）
 
と
祖
国
 
（
パ
ト
リ
シ
ア
）
 
と
国
家
 
（
レ
ス
プ
ブ
リ
カ
）
 
に
つ
い
て
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3 

ユ
ス
テ
イ
メ
ス
や
ユ
リ
ウ
ス
・
ヴ
ァ
レ
リ
ウ
ス
、
セ
ネ
カ
、
キ
ケ
ロ
か
ら
の
引
用
∴
ホ
唆
の
回
数
は
少
な
い
。
ま
た
ロ
ー
マ
の
詩
人
ヴ
 
 

ュ
ル
ギ
リ
ウ
ス
、
ホ
ラ
テ
ィ
ウ
ス
、
オ
ヴ
ィ
デ
ィ
ウ
ス
、
ル
カ
ー
ノ
ス
、
ス
タ
テ
ィ
ウ
ス
、
テ
レ
ン
テ
ィ
ウ
ス
、
ユ
ベ
ナ
ー
リ
ス
、
ス
 
 

タ
テ
ィ
ウ
ス
の
引
用
に
つ
い
て
は
、
回
数
は
少
な
い
が
、
翻
訳
の
注
釈
の
中
に
挙
げ
て
お
い
た
。
中
世
キ
リ
ス
ト
教
関
係
の
著
作
家
に
 
 

つ
い
て
は
、
マ
レ
ナ
ン
ス
キ
に
依
れ
ば
、
ア
ウ
グ
ス
テ
イ
メ
ス
、
ア
ン
プ
ロ
シ
ウ
ス
、
キ
プ
リ
ア
ヌ
ス
、
大
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
を
典
拠
と
 
 

し
て
い
る
箇
所
が
存
在
し
、
こ
れ
も
翻
訳
の
注
記
に
触
れ
て
お
い
た
し
 
 
 

中
世
の
歴
史
家
の
作
品
と
し
て
は
、
マ
レ
テ
ン
ス
キ
に
よ
れ
ば
年
代
記
の
作
者
は
明
ら
か
に
ア
イ
ン
ハ
ル
ト
の
 
『
カ
ー
ル
大
帝
伝
』
 
 

を
知
っ
て
お
り
、
ボ
レ
ス
ワ
フ
・
フ
ロ
ブ
リ
の
宮
廷
描
写
の
文
章
に
そ
れ
を
生
か
し
て
い
る
し
、
ヴ
ィ
ド
キ
ン
ド
の
 
『
ザ
ク
セ
ン
史
』
 
 

か
ら
、
ザ
ク
セ
ン
人
の
プ
ル
ス
侵
入
の
故
事
を
継
承
し
て
い
る
。
ま
た
マ
レ
ナ
ン
ス
キ
、
プ
レ
ジ
ア
も
、
プ
リ
ム
の
レ
ギ
ノ
に
よ
る
年
 
 

代
記
か
ら
の
影
響
も
指
摘
し
て
い
る
。
さ
ら
に
マ
レ
ナ
ン
ス
キ
は
、
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
あ
る
い
は
イ
ギ
リ
ス
で
善
か
れ
た
カ
ー
ン
と
ペ
ッ
 
 

ク
の
大
修
道
院
長
、
後
の
カ
ン
タ
ベ
リ
大
司
教
ラ
ン
フ
ラ
ン
ク
の
死
の
頒
歌
と
ボ
レ
ス
ワ
フ
・
フ
ロ
ブ
リ
の
賛
歌
と
の
瓶
似
性
を
強
調
 
 

し
て
い
る
こ
と
は
前
に
述
べ
た
。
 
 
 

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
年
代
記
の
作
成
の
時
期
は
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
改
革
の
時
代
と
尋
な
っ
て
お
り
、
作
者
も
ま
た
基
本
的
に
 
 

は
正
統
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
見
地
に
立
っ
て
、
法
王
使
節
や
教
区
会
議
の
権
限
、
結
婚
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
に
関
わ
る
権
限
を
明
確
に
表
明
 
 

し
て
い
る
が
、
し
か
し
聖
権
と
俗
権
の
優
越
を
め
ぐ
る
点
に
お
い
て
は
中
立
的
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
「
神
の
僕
た
る
老
は
、
神
に
 
 

属
す
る
こ
と
は
霊
的
に
神
に
従
う
べ
き
で
あ
り
、
皇
帝
に
属
す
る
こ
と
は
、
こ
の
世
の
君
主
達
に
敬
意
を
払
い
、
彼
ら
に
従
う
べ
き
で
 
 

す
」
一
一
〇
p
O
r
t
e
t
e
n
i
ヨ
D
e
i
m
i
コ
i
s
t
r
O
S
i
コ
h
i
i
s
〉
q
u
e
D
e
i
 
s
u
阜
D
e
O
 
S
p
i
r
i
t
u
a
－
i
t
e
r
O
b
e
d
i
r
e
‥
e
t
i
n
h
i
i
s
｝
q
u
e
S
u
n
t
C
e
S
a
r
i
s
〉
 
 

h
O
n
O
r
e
m
e
t
S
e
r
く
i
c
i
u
m
m
u
コ
d
i
p
コ
n
C
i
p
i
b
u
s
e
x
h
i
b
e
r
e
∴
〉
 
 
 

か
ル
に
お
い
て
も
、
神
皇
ロ
ー
マ
皇
帝
の
位
置
は
他
の
世
俗
君
主
の
上
に
位
つ
も
の
と
し
て
、
イ
ン
ペ
ラ
ト
ー
ル
の
名
称
で
呼
ば
れ
 
 

て
お
り
 
（
＝
H
e
コ
r
i
c
u
s
i
m
p
e
r
a
t
O
r
＝
イ
ン
ベ
ラ
ト
ー
ル
、
ハ
イ
ン
リ
ヒ
）
、
ま
た
教
会
設
立
の
権
限
を
も
保
持
し
て
い
た
と
さ
れ
る
。
 
 

五
九
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あ
る
い
は
将
来
征
服
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
野
蛮
な
地
域
に
お
け
る
皇
帝
の
す
べ
て
の
権
限
を
、
ボ
レ
ス
ワ
フ
お
よ
び
彼
の
後
継
者
に
 
 

ご
〕
 
 

議
っ
た
。
」
 
 
 

皇
帝
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
田
内
に
お
い
て
も
、
ま
た
異
教
を
信
奉
し
て
い
る
未
開
の
土
地
に
お
い
て
も
、
そ
れ
ら
の
土
地
に
教
会
を
 
 

設
立
す
る
権
限
を
持
っ
て
い
た
と
さ
れ
る
。
 
 
 

し
か
し
な
が
ら
グ
ル
に
お
い
て
は
、
こ
う
L
た
皇
帝
の
優
越
し
た
地
位
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
対
す
る
責
納
を
宴
求
す
る
程
の
も
の
で
 
 

は
な
か
っ
た
。
そ
も
そ
も
グ
ル
に
お
い
て
は
、
皇
帝
と
王
と
は
、
「
兄
弟
、
協
力
者
、
同
盟
者
」
 
の
関
係
で
あ
っ
た
。
 
 

「
皇
帝
は
ボ
レ
ス
ワ
フ
を
帝
国
の
兄
弟
、
協
力
者
に
任
じ
、
ま
た
ロ
ー
マ
国
民
の
友
、
同
盟
者
と
呼
ん
だ
。
」
 
（
「
⊥
ご
 
 

〕
ヨ
p
e
r
a
t
O
r
e
u
ヨ
f
r
a
t
r
e
ヨ
e
t
C
0
0
p
e
r
a
t
O
r
e
m
 
i
ヨ
P
e
r
i
i
 
c
O
コ
S
t
i
t
2
t
〉
e
t
 
p
O
p
u
H
 
R
O
ヨ
a
コ
i
 
a
ヨ
i
c
u
ヨ
e
t
 
S
O
C
i
u
ヨ
a
p
p
e
T
 
 
 

－
a
く
i
t
∴
－
 
 
 

そ
れ
ゆ
え
、
ハ
イ
ン
リ
ヒ
五
世
が
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
分
割
や
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
対
す
る
貢
納
を
強
要
し
た
時
、
そ
れ
は
皇
帝
の
権
限
を
越
 
 

え
る
も
の
と
見
な
さ
れ
、
そ
の
企
て
が
失
敗
に
終
っ
た
こ
と
を
、
神
の
皇
帝
に
対
す
る
罰
と
見
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
点
を
ガ
ル
 
 

は
、
皇
帝
の
陣
に
あ
っ
た
兵
士
達
の
歌
と
し
て
次
の
よ
う
に
描
い
て
い
る
。
 
 

「
彼
の
公
 
（
ボ
レ
ス
ワ
フ
・
ク
シ
ヴ
ウ
ス
テ
イ
）
 
こ
そ
、
神
に
許
さ
れ
し
戦
を
異
教
の
徒
と
戦
え
ど
、
 
 

我
等
は
キ
リ
ス
ト
の
信
徒
に
許
さ
れ
ぎ
る
剣
を
扱
う
 
 
 

神
、
ゆ
え
に
彼
と
と
も
に
あ
り
て
、
彼
に
勝
利
を
賜
わ
り
 
 
 

p
O
t
e
S
t
a
t
i
 
c
O
コ
C
e
S
S
i
t
∴
｝
 
（
］
T
c
．
空
 
 

P
O
－
○
コ
O
r
u
ヨ
▼
＜
e
〓
n
a
≡
s
s
u
p
e
r
a
t
i
s
a
d
e
〇
く
爪
－
s
u
p
e
r
a
コ
d
i
s
r
e
g
i
O
n
i
b
u
s
b
a
r
b
a
r
O
r
u
ヨ
S
u
e
S
u
O
r
u
ヨ
q
u
e
S
u
C
C
e
S
O
r
u
m
 
 

穴
O
 
 
 

二
ヨ
p
e
r
a
t
O
r
…
…
i
コ
S
u
p
e
r
 
e
t
i
a
ヨ
 
i
コ
 
e
〔
C
－
e
s
i
a
s
t
i
c
i
s
 
h
O
コ
○
ま
b
u
s
 
q
2
C
q
u
i
d
 
a
d
 
i
ヨ
p
e
r
i
u
ヨ
 
p
e
r
t
i
コ
e
b
a
t
 
i
コ
 
r
e
g
コ
○
 
 

「
皇
帝
は
、
…
‥
・
さ
ら
に
教
会
の
顕
職
に
お
い
て
も
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
国
お
よ
び
す
で
に
ボ
レ
ス
ワ
フ
に
よ
っ
て
征
服
さ
れ
た
か
、
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ま
た
我
等
に
は
、
止
し
〈
も
我
等
が
犯
し
た
不
義
の
ゆ
え
に
罰
を
下
し
た
ま
う
。
」
 
（
l
l
「
〓
）
 
 

（
一
I
p
s
e
q
u
i
d
e
ヨ
C
u
m
p
a
g
a
コ
i
s
b
e
〓
a
g
e
r
i
二
i
c
i
t
a
．
S
e
d
コ
O
S
C
O
コ
t
r
a
C
h
r
i
s
t
i
a
コ
O
S
g
e
r
i
m
u
s
i
≡
c
i
t
a
．
U
コ
d
e
D
e
u
s
e
s
t
c
u
m
 
 

e
O
 
f
a
c
i
e
コ
S
ま
c
t
O
r
i
a
ヨ
．
N
O
b
i
s
く
e
r
O
 
i
u
s
t
e
 
r
e
d
d
i
t
 
i
〓
a
t
a
ヨ
i
コ
i
u
r
i
a
m
∴
〉
 
 
 

こ
の
詩
の
中
で
注
目
す
べ
き
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
国
は
キ
リ
ス
ト
教
国
と
さ
れ
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
君
主
が
異
教
徒
と
戦
う
こ
と
は
 
 

正
当
と
さ
れ
る
が
、
キ
リ
ス
ト
教
君
主
と
し
て
の
皇
帝
が
同
じ
キ
リ
ス
ト
教
君
主
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
公
と
戦
う
の
は
不
当
と
さ
れ
て
い
る
 
 

こ
と
で
あ
る
。
世
俗
君
主
に
お
い
て
も
、
キ
リ
ス
ト
教
を
信
奉
す
る
君
主
で
あ
る
か
否
か
が
、
ガ
ル
に
お
い
て
も
重
要
な
注
目
点
で
あ
 
 

っ
た
。
 
 
 

確
か
に
、
ガ
ル
に
お
い
て
は
、
キ
リ
ス
ト
教
を
奉
じ
な
い
民
は
、
野
蛮
な
民
と
み
な
さ
れ
、
そ
れ
ら
の
民
を
平
和
裡
に
、
ま
た
力
に
 
 

よ
っ
て
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
改
宗
さ
せ
る
こ
と
は
、
キ
リ
ス
ト
教
君
主
に
と
っ
て
、
義
務
で
あ
り
、
名
誉
で
あ
っ
た
。
ガ
ル
が
三
巻
の
年
 
 

代
記
を
通
じ
て
、
ポ
モ
ー
ジ
ュ
人
と
の
戦
い
や
プ
ル
シ
ア
へ
の
征
服
に
大
き
な
紙
幅
を
割
〈
の
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
君
主
の
正
当
性
を
 
 

強
調
す
る
立
場
か
ら
む
し
ろ
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
 
 

「
他
方
、
北
の
海
、
す
な
わ
ち
ア
ン
フ
ィ
ト
リ
オ
ン
海
の
側
に
は
、
相
い
接
し
て
い
る
狂
暴
で
野
蛮
な
二
つ
の
民
、
セ
レ
ン
チ
ア
、
 
 

ポ
モ
ー
ジ
ェ
、
プ
ル
シ
ア
の
民
が
住
ん
で
い
る
。
彼
ら
に
対
し
て
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
公
は
、
彼
ら
を
キ
リ
ス
ト
教
に
改
宗
さ
せ
よ
 
 

う
と
し
て
不
断
に
闘
っ
て
い
る
が
、
剣
に
よ
る
布
教
で
は
、
彼
ら
の
心
を
異
教
か
ら
解
き
放
つ
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
」
 
（
］
T
 
 

P
r
O
h
e
ヨ
i
u
ヨ
）
 
 
 

＝
A
d
ヨ
a
r
e
a
u
t
e
ヨ
S
e
p
t
e
ヨ
t
r
i
O
コ
巴
e
扁
－
a
m
p
h
i
t
r
i
O
コ
a
－
e
t
r
e
s
h
a
b
e
t
a
f
f
i
コ
e
S
b
a
r
b
a
r
O
r
u
m
g
e
コ
t
i
－
i
u
m
f
e
r
O
C
i
s
s
i
m
a
s
 
 

コ
a
C
i
O
コ
e
S
－
S
e
－
e
コ
C
i
a
m
、
P
O
m
O
r
a
コ
i
a
m
e
t
 
P
r
u
N
i
a
ヨ
．
C
O
コ
t
r
a
q
u
a
S
r
e
g
i
O
コ
e
S
＝
P
O
－
○
コ
O
r
u
m
d
u
舛
a
S
S
i
d
u
e
p
u
g
コ
a
t
－
u
t
 
 

e
a
s
 
a
d
 
f
i
d
e
ヨ
C
O
コ
く
e
r
t
a
t
．
こ
 
 
 

「
野
蛮
で
異
教
の
民
」
一
一
b
a
r
b
a
r
O
r
u
m
g
e
コ
t
i
－
i
u
m
コ
a
C
i
O
コ
e
S
．
。
と
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
民
と
の
対
比
と
い
う
視
点
は
、
年
代
記
の
全
 
 

六
一
 
 
 

H  
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六
二
 
 
 

体
を
貫
く
基
調
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
、
年
代
記
に
お
い
て
は
、
降
伏
を
申
し
出
た
ポ
モ
ジ
ャ
人
に
対
し
て
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
 
 

が
正
気
を
失
っ
て
虐
殺
を
働
い
た
事
件
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
は
い
て
も
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
の
態
度
を
不
当
で
あ
る
と
さ
れ
て
は
い
な
い
。
 
 

ま
た
同
じ
野
蛮
な
民
の
小
で
も
、
プ
ル
シ
ア
人
は
最
も
遅
れ
た
民
と
見
な
さ
れ
て
い
る
。
 
 

「
そ
れ
か
ら
ボ
レ
ス
ワ
フ
は
、
非
常
に
野
蛮
な
土
地
プ
ル
シ
ア
に
攻
め
入
っ
た
。
‥
‥
‥
そ
れ
以
来
そ
の
土
地
は
、
⊥
も
な
〈
法
 
 

も
な
い
状
態
が
続
き
、
当
初
か
ら
の
異
教
と
野
蛮
を
離
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
さ
て
、
今
は
プ
ル
シ
ア
人
を
野
獣
の
と
こ
ろ
に
 
 

残
し
て
お
き
、
理
性
を
与
え
ら
れ
た
者
達
に
、
一
つ
の
話
を
語
ろ
う
。
」
 
 

」
g
i
t
u
r
i
n
P
r
u
s
i
a
m
こ
e
r
r
a
m
s
a
t
i
s
b
a
r
b
a
r
a
ヨ
㌔
S
t
 
i
コ
g
r
e
S
u
S
．
…
…
A
d
h
u
c
i
t
a
s
i
コ
e
r
e
g
e
．
S
i
コ
e
－
e
g
e
p
e
r
s
i
s
t
u
き
 
 

n
e
c
a
p
コ
ヨ
a
p
e
r
f
i
d
i
a
く
e
〓
e
r
O
C
i
t
a
t
e
d
e
s
i
s
t
u
コ
t
＼
…
‥
n
u
n
C
a
u
t
e
ヨ
P
r
u
N
O
S
C
u
2
b
r
u
t
i
s
a
コ
i
ヨ
a
－
i
b
u
s
r
e
H
コ
q
u
a
ヨ
u
S
 
 

e
t
 
q
u
a
コ
d
a
ヨ
r
e
－
a
t
i
O
n
e
ヨ
r
a
t
i
O
n
i
s
c
a
p
a
c
i
b
u
s
…
…
r
e
f
e
r
a
m
u
s
．
 
 
 

こ
う
し
て
グ
ル
に
お
い
て
は
、
キ
リ
ス
ト
教
国
は
文
明
国
、
非
キ
リ
ス
ト
教
同
は
野
蛮
な
民
と
さ
れ
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
は
理
牲
を
有
 
 

す
る
存
在
、
野
蛮
な
民
は
野
獣
と
と
も
に
存
在
す
る
も
の
と
さ
れ
、
そ
こ
に
大
き
な
優
劣
の
差
が
横
わ
っ
て
い
る
と
さ
れ
る
。
 
 
 

し
か
し
ガ
ル
の
叙
述
は
、
こ
う
し
た
見
解
を
完
全
な
形
で
は
表
現
し
て
お
ら
ず
、
若
†
の
表
現
に
お
い
て
、
こ
の
見
地
に
な
じ
ま
な
 
 

い
箇
所
を
残
し
て
い
る
。
 
 

一
〇
九
〇
年
に
行
わ
れ
た
ウ
ァ
デ
ィ
ス
ワ
フ
∴
ル
マ
ン
の
ポ
モ
ー
ジ
ュ
戟
に
お
い
て
、
ポ
モ
ー
ジ
ュ
の
国
を
「
王
国
」
＝
r
e
g
コ
u
2
一
 
 

と
呼
ん
で
、
正
統
な
る
統
治
体
の
呼
称
を
与
え
て
い
る
。
 
 

二
l
g
i
t
u
r
 
P
O
－
○
コ
O
r
u
ヨ
d
u
X
 
W
｝
a
d
i
s
－
a
u
u
s
∴
‥
‥
i
u
s
s
i
t
 
n
O
m
i
コ
a
t
O
 
d
i
e
 
i
n
 
h
O
r
a
 
C
O
コ
S
t
i
t
u
t
a
 
O
m
n
e
S
 
i
コ
m
e
d
i
（
u
ニ
i
O
 
 
 

眉
且
ヨ
u
コ
i
c
i
O
コ
ピ
S
C
O
コ
C
r
2
m
a
r
2
。
（
I
T
二
 
 

「
さ
て
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
公
ウ
ァ
デ
ィ
ス
ワ
フ
は
、
特
定
の
日
、
特
定
の
暗
に
、
こ
の
劃
副
の
す
べ
て
の
城
塞
を
焼
き
払
う
よ
う
 
 

に
命
じ
た
。
」
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ま
た
主
と
し
て
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
王
国
r
e
g
n
u
m
を
指
す
重
要
な
語
パ
ト
リ
ア
＝
p
a
t
r
i
a
。
「
国
」
と
い
う
語
す
ら
、
ポ
モ
ー
ジ
ュ
を
指
 
 

す
用
語
に
用
い
て
い
る
。
 
 
 

ゴ
ー
m
p
a
u
C
i
s
e
－
e
c
t
i
s
p
e
n
e
t
r
a
喜
m
e
d
i
t
u
〓
i
u
m
p
a
t
r
i
e
p
a
g
a
コ
O
r
u
m
・
…
…
C
u
m
a
d
u
r
b
2
m
骨
2
t
2
g
r
2
g
i
a
m
 
 

1 

パ
ト
リ
ア
 
 

「
（
ボ
レ
ス
ワ
フ
・
ク
シ
ヴ
ウ
ス
テ
イ
）
 
は
、
よ
り
選
っ
た
少
数
の
者
を
率
い
て
、
異
教
徒
の
 
『
国
』
 
の
中
心
に
攻
め
入
っ
た
。
 
 

2
）
 
 

壮
麗
な
王
都
に
…
…
」
。
 
 
 

諸
々
の
異
教
の
民
の
中
に
あ
っ
て
、
た
だ
ポ
モ
ー
ジ
ャ
人
の
国
だ
け
に
こ
の
よ
う
な
呼
称
が
与
え
ら
れ
て
い
る
理
由
に
つ
い
て
は
、
 
 

作
者
は
何
も
語
っ
て
は
い
な
い
。
し
か
し
年
代
記
を
通
じ
て
描
か
れ
る
ポ
モ
ー
ジ
ャ
人
の
国
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
壬
公
に
よ
る
キ
リ
ス
 
 

ト
教
化
政
策
の
い
わ
ば
最
前
線
に
立
つ
土
地
で
あ
り
、
時
に
は
ピ
ア
ス
ト
朝
と
の
姻
戚
関
係
を
持
つ
公
の
一
族
も
存
在
し
、
ま
た
時
に
 
 

は
ボ
レ
ス
ワ
フ
・
ク
シ
ヴ
ウ
ス
テ
イ
に
よ
っ
て
キ
リ
ス
ト
教
に
改
宗
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
土
地
で
あ
る
。
 
 

「
さ
て
不
接
不
屈
の
ボ
レ
ス
ワ
フ
は
、
再
び
ポ
モ
ー
ジ
ュ
に
攻
め
入
っ
た
。
…
…
多
く
の
者
を
異
教
か
ら
キ
リ
ス
ト
教
の
信
仰
 
 

B
O
－
e
s
－
a
u
u
O
p
コ
m
u
S
O
m
n
i
u
m
s
e
i
n
c
－
i
n
a
ま
t
。
 
 

こ
こ
で
言
及
さ
れ
て
い
る
「
異
教
徒
の
君
主
」
＝
d
O
m
i
コ
u
S
p
a
g
a
コ
O
r
u
m
。
と
は
、
マ
レ
テ
ン
ス
キ
に
よ
れ
ば
ポ
モ
ー
ジ
ュ
全
体
に
 
 

六
三
 
 
 

へ
と
改
丹
小
さ
せ
、
ま
た
自
ら
砦
の
領
主
を
洗
礼
の
泉
か
ら
引
き
上
げ
た
。
そ
こ
で
異
教
徒
達
と
彼
ら
の
君
主
は
、
ボ
レ
ス
ワ
フ
が
 
 

い
か
に
易
々
と
チ
ャ
ル
ン
ク
フ
の
砦
人
の
倣
慢
を
挫
い
た
か
を
聞
い
た
時
、
君
主
み
ず
か
ら
す
べ
て
の
者
に
先
立
っ
て
ボ
レ
ス
ワ
 
 

ト
 
 

フ
に
降
伏
し
た
。
」
 
こ
「
怠
）
 
 

一
。
I
g
i
t
u
r
i
n
p
i
g
e
r
 
B
O
－
e
s
－
O
u
u
S
 
i
t
e
r
u
m
 
P
O
m
O
r
a
コ
i
a
m
 
e
s
二
n
g
r
e
s
s
u
s
．
…
…
Ⅰ
コ
S
u
p
e
r
 
e
t
i
a
m
 
a
d
 
f
i
d
e
m
 
m
u
－
t
O
S
 
a
b
 
 

i
n
f
i
d
e
－
i
t
a
t
e
 
r
e
言
C
a
≦
．
t
∵
p
s
u
m
q
u
e
 
d
O
m
i
コ
u
m
 
C
a
S
t
e
〓
i
 
d
e
 
f
O
コ
t
e
 
b
a
p
t
i
s
m
a
t
i
s
 
e
－
e
く
a
ま
t
．
A
u
d
i
e
コ
t
e
S
 
a
亡
t
e
m
 
h
O
C
 
 

p
a
g
a
阜
i
p
s
e
q
u
e
 
d
O
m
i
n
u
s
p
a
g
a
n
O
r
u
m
、
∽
i
c
 
f
a
c
i
－
e
ま
d
e
－
i
c
e
t
 
c
O
r
r
u
i
s
s
e
 
c
O
コ
t
u
m
a
C
i
a
m
 
C
h
a
r
コ
C
O
r
亡
m
∵
p
s
e
 
d
u
舛
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六
四
 
 
 

対
す
る
君
主
で
あ
り
、
ま
た
ボ
レ
ス
ワ
フ
・
ク
シ
ヴ
ウ
ス
テ
イ
が
自
ら
の
縁
者
と
し
て
い
る
ポ
モ
ー
ジ
ャ
公
シ
フ
ィ
エ
ン
ト
ポ
ウ
ク
は
、
 
 

ポ
モ
ー
ジ
ャ
に
君
臨
し
て
い
る
諸
公
の
一
人
で
あ
っ
た
 
（
二
巻
第
二
九
章
の
シ
フ
ィ
エ
ン
ト
ボ
ー
ル
と
第
三
巻
第
二
六
章
の
シ
フ
ィ
エ
 
 

ン
ト
ポ
ウ
ク
と
は
そ
れ
ぞ
れ
別
の
ポ
モ
ー
ジ
ャ
公
で
あ
り
、
後
者
の
方
が
有
力
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
∩
）
。
 
 
 

し
か
し
な
が
ら
全
体
と
し
て
は
キ
リ
ス
ト
教
の
君
主
と
そ
の
王
国
は
、
異
教
の
君
主
と
そ
の
土
地
よ
り
も
優
位
に
位
置
す
る
も
の
と
 
 

さ
れ
る
点
で
は
ガ
ル
は
ほ
ぼ
首
尾
一
貫
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
 
 
 

異
教
の
国
々
の
中
に
あ
っ
て
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
は
キ
リ
ス
ト
教
国
と
し
て
立
て
ら
れ
た
回
で
あ
る
と
い
う
主
張
は
、
『
ガ
ル
年
代
記
』
の
 
 

最
も
力
説
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
そ
の
点
は
、
ポ
ー
フ
ン
ド
を
当
初
か
ら
『
王
国
』
イ
e
g
コ
u
m
ご
と
呼
び
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
正
統
な
 
 

君
主
の
第
一
代
と
し
て
、
キ
リ
ス
ト
教
に
改
宗
し
た
ミ
ュ
シ
コ
を
挙
げ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
■
1
で
あ
る
。
 
 
 

第
一
に
、
ピ
ア
ス
ト
の
息
子
シ
ュ
モ
ヴ
ィ
ソ
ト
は
、
有
力
者
か
ら
推
さ
れ
て
ポ
ー
ラ
ン
ド
公
d
u
舛
P
O
－
○
コ
i
a
e
に
就
く
の
で
あ
る
が
、
 
 

彼
の
統
治
す
る
回
が
す
で
に
「
‡
国
」
。
イ
e
g
コ
u
m
。
と
呼
ば
れ
て
い
る
り
 
 

「
王
の
中
の
土
、
公
の
中
の
公
は
一
致
し
て
彼
を
ポ
ー
ラ
ン
ド
公
に
任
じ
、
ポ
ピ
エ
ー
ル
を
†
孫
と
と
も
に
完
全
に
王
国
か
ら
 
 

追
放
し
た
。
」
 
こ
〕
）
 
 

r
e
舛
r
e
g
u
ヨ
〉
e
t
d
u
舛
d
u
c
u
ヨ
e
u
m
 
P
O
－
○
コ
i
e
 
d
u
c
e
m
 
c
O
コ
C
O
r
d
i
t
e
r
O
r
d
i
コ
a
く
i
t
l
 
e
t
d
e
r
e
g
コ
O
 
P
u
m
p
ニ
c
u
ヨ
S
O
b
O
－
e
 
 

r
a
d
i
c
i
t
u
s
e
冥
加
t
i
r
p
a
く
i
t
∴
一
 
 
 

し
か
し
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
国
が
真
に
キ
リ
ス
ト
教
の
王
国
と
し
て
登
場
す
る
の
は
、
ミ
ュ
シ
コ
一
世
の
時
代
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
第
 
 

三
章
で
シ
ュ
モ
ヴ
ィ
ソ
ト
を
公
の
位
に
就
い
た
と
し
な
が
ら
も
、
第
六
章
で
敢
え
て
ミ
ュ
ン
コ
を
ポ
ー
フ
ン
ド
の
最
初
の
公
と
呼
ん
で
 
 

い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
理
由
に
つ
い
て
は
作
者
は
明
示
し
て
い
な
い
。
た
だ
ミ
ュ
シ
コ
の
身
に
生
じ
た
七
オ
の
時
の
盲
の
開
眼
 
 

の
奇
跡
と
ミ
ュ
シ
コ
が
キ
リ
ス
ト
教
の
女
ド
ン
ブ
ル
フ
カ
と
結
婚
し
、
こ
れ
を
契
機
に
彼
が
キ
リ
ス
ト
教
に
改
宗
し
た
こ
と
が
ミ
ュ
シ
 
 

コ
の
公
の
位
と
結
び
つ
け
て
語
ら
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
ミ
ュ
シ
コ
以
前
の
 
「
公
」
は
正
当
な
「
公
」
 
の
位
置
で
は
な
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く
、
「
公
」
に
正
当
性
を
付
与
し
て
い
る
の
は
、
キ
リ
ス
ト
教
改
｛
ホ
と
い
う
事
実
に
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
ポ
ー
ラ
 
 

ン
ド
の
正
当
な
る
君
主
は
、
キ
リ
ス
ト
教
に
改
宗
し
た
ミ
ュ
シ
コ
か
ら
始
ま
る
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
 
 

「
ま
さ
し
く
ポ
ー
ラ
ン
ド
は
か
つ
て
は
古
で
あ
っ
た
。
真
実
の
神
へ
の
崇
拝
も
、
信
仰
の
教
え
も
知
ら
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
 
 

し
か
し
、
開
眼
し
た
ミ
ュ
シ
コ
に
よ
っ
て
ポ
ー
ラ
ン
ド
白
身
も
そ
の
蒙
が
開
か
れ
た
。
と
い
う
の
は
、
ミ
ュ
シ
コ
が
信
仰
を
受
け
 
 

．
ほ
 
 
 
入
れ
た
時
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
民
も
異
教
の
死
か
ら
救
わ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
」
 
（
l
・
三
 
 

一
一
く
e
r
e
 
P
O
－
○
コ
i
a
c
a
e
c
a
p
r
i
u
s
e
r
a
t
－
q
u
e
コ
e
C
C
u
－
t
u
r
a
m
く
e
r
i
 
D
e
i
‥
コ
e
C
 
d
O
C
t
r
i
コ
a
ヨ
f
i
d
e
山
c
O
g
コ
O
S
C
e
b
a
t
｝
S
e
d
 
p
e
r
 
 

M
e
s
c
h
O
コ
e
コ
ニ
ニ
u
ヨ
i
コ
a
t
u
ヨ
e
S
t
e
t
 
i
p
s
a
 
i
ニ
u
ヨ
i
コ
a
t
a
〉
q
u
i
a
e
O
C
r
e
d
e
コ
t
e
P
O
－
○
コ
i
c
a
g
e
コ
S
d
e
ヨ
O
r
t
e
i
コ
f
i
d
e
－
i
t
a
t
i
s
e
s
t
 
 

e
x
e
ヨ
p
t
a
∴
、
 
 

川
 
 
 
 
「
こ
う
し
て
ポ
ー
ラ
ン
ド
最
初
の
公
ミ
ュ
シ
コ
は
、
信
仰
に
厚
い
妻
に
よ
っ
て
、
洗
礼
の
恩
寵
に
浴
し
た
。
」
 
 

二
P
r
i
n
2
S
 
i
g
i
t
u
r
P
O
－
○
コ
O
r
u
m
d
u
舛
M
e
s
c
h
O
p
e
r
f
乙
e
－
e
ヨ
u
舛
O
r
e
ヨ
a
d
 
b
a
p
t
i
s
ヨ
ー
g
r
a
C
i
a
ヨ
p
e
コ
1
e
コ
i
t
∴
、
 
 
 

し
か
し
な
が
ら
グ
ル
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
国
が
正
当
な
‡
回
と
し
て
評
価
さ
れ
る
根
拠
を
、
そ
れ
が
キ
リ
ス
ト
教
同
家
で
あ
る
こ
と
 
 

だ
け
に
求
め
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
れ
に
加
え
て
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
土
田
が
公
や
伯
と
い
っ
た
君
主
に
統
め
ら
れ
る
国
で
は
な
く
、
 
 

ま
さ
し
く
「
王
」
イ
e
㌔
に
よ
っ
て
統
治
さ
れ
る
国
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
点
も
看
過
す
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
 
 
 

先
に
紹
介
し
た
よ
う
に
、
王
は
皇
帝
に
次
ぐ
地
位
で
あ
り
、
皇
帝
の
上
位
権
に
服
す
る
と
さ
れ
る
が
、
そ
れ
で
も
「
皇
帝
の
友
」
と
 
 

い
う
立
場
で
あ
っ
た
。
ま
さ
に
ガ
ル
に
お
い
て
も
、
ボ
レ
ス
ワ
フ
・
フ
ロ
ブ
リ
と
ボ
レ
ス
ワ
フ
・
シ
テ
ョ
ド
リ
は
「
公
」
云
u
㌔
で
は
 
 

17  

な
く
「
工
」
〈
イ
e
㌔
で
あ
っ
た
。
 
 

「
ボ
レ
ス
ワ
フ
王
は
、
現
在
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
が
持
っ
て
い
る
よ
り
も
多
く
の
甲
騎
兵
を
持
っ
て
い
た
。
」
 
こ
∞
）
 
「
ボ
レ
ス
ワ
 
 

フ
工
の
軍
隊
の
堂
々
た
る
勢
威
は
こ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
に
勝
る
と
も
劣
ら
な
い
の
が
、
霊
的
な
従
順
の
徳
で
あ
 
 

、
 
 

っ
た
。
」
 
こ
・
ご
 
 

六
五
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八
 
「
こ
れ
は
我
ら
の
神
の
深
き
憐
れ
み
の
心
に
よ
る
。
こ
の
憐
れ
み
に
よ
っ
て
高
い
所
か
ら
あ
け
ぼ
の
の
光
が
我
ら
に
訪
れ
」
と
い
う
 
 

箇
所
を
典
拠
と
し
て
お
り
、
こ
の
「
あ
け
ぼ
の
の
光
」
＝
き
ミ
○
首
二
は
ま
た
『
旧
約
聖
書
』
「
サ
ム
エ
ル
記
下
」
第
二
一
二
幸
に
あ
る
ダ
 
 

ビ
デ
り
遺
言
の
中
に
登
場
す
る
言
葉
「
朝
の
光
」
」
召
」
孝
二
オ
ー
ル
・
ボ
ケ
ー
ル
）
を
想
起
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
 
 
 

Ⅲ  

六
六
 
 

一
↓
P
－
u
r
e
s
コ
a
ヨ
q
u
e
h
a
b
e
b
a
t
r
e
x
B
O
－
e
s
－
a
u
s
m
i
－
i
t
e
s
－
O
r
i
c
a
t
O
S
」
：
望
二
H
e
c
e
r
a
t
B
O
－
e
s
－
a
u
i
r
e
g
i
s
m
a
g
n
i
f
i
c
e
コ
C
i
a
 
 

m
i
－
i
t
a
r
i
s
】
コ
e
C
 
i
コ
f
e
r
i
O
r
e
i
 
e
r
a
t
く
i
r
t
u
s
O
b
e
d
i
e
コ
C
i
e
s
p
i
r
i
t
a
s
．
。
〓
・
望
 
 
 

ボ
レ
ス
ワ
フ
・
シ
ナ
ョ
ト
リ
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。
 
 

「
王
ボ
レ
ス
ワ
フ
二
世
は
勇
敢
で
精
力
的
な
騎
士
で
あ
り
、
客
人
に
は
好
意
あ
ふ
れ
る
保
護
者
で
あ
り
、
気
前
の
良
い
人
々
の
 
 

中
で
も
最
も
気
前
の
よ
い
主
人
で
あ
っ
た
。
」
 
（
l
N
u
）
 
 

」
g
i
t
u
r
r
e
舛
B
O
－
e
s
－
a
u
u
s
s
e
c
u
n
d
u
s
一
a
コ
d
a
※
f
u
i
t
ヨ
〓
e
s
e
t
s
t
r
e
コ
n
u
u
S
〉
h
O
S
p
i
t
u
ヨ
S
u
S
C
e
p
t
O
r
b
e
コ
i
g
コ
u
S
－
d
a
t
O
r
q
u
e
 
 

】
a
r
g
O
r
u
ヨ
ー
a
r
g
－
S
S
i
m
u
s
．
ご
 
 
 

さ
ら
に
注
目
す
べ
き
は
、
こ
の
 
「
王
」
 
の
像
を
ガ
ル
は
、
『
聖
苫
』
、
と
り
わ
け
 
『
旧
約
聖
書
』
 
に
登
場
す
る
神
聖
な
⊥
の
姿
と
重
ね
 
 

あ
わ
せ
て
描
い
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
世
俗
界
に
お
い
て
皇
帝
に
次
ぐ
地
位
を
占
め
、
俗
界
に
お
け
る
諸
徳
の
担
い
手
と
し
て
登
場
す
 
 

る
だ
け
で
な
く
、
自
ら
一
仰
の
丹
小
数
的
存
在
者
と
し
て
、
ま
た
宗
教
的
諸
徳
の
体
現
者
と
し
て
も
描
か
れ
て
い
る
。
 
 
 

ま
ず
ボ
レ
ス
ワ
フ
・
フ
ロ
ブ
リ
に
つ
い
て
、
そ
の
生
誕
を
次
の
よ
う
に
描
い
て
い
る
。
 
 

「
と
い
う
の
は
、
ミ
ュ
シ
コ
の
時
代
に
、
ミ
ュ
シ
コ
に
よ
っ
て
、
大
か
ら
朝
の
光
が
ポ
ー
ラ
ン
ド
土
国
に
も
た
ら
さ
れ
た
か
ら
 
 

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
ミ
エ
ン
コ
は
、
神
に
よ
っ
て
祝
福
さ
れ
た
女
か
ら
栄
光
に
輝
く
ボ
レ
ス
ワ
フ
を
儲
け
た
か
ら
で
あ
る
。
」
 
 

ゴ
u
O
d
s
u
O
t
e
ヨ
p
O
r
e
e
t
p
e
r
e
u
m
O
r
i
e
n
s
e
H
a
－
t
O
r
e
g
コ
u
m
P
O
－
○
コ
i
e
ノ
ユ
s
i
t
a
v
i
t
．
D
e
h
a
c
n
a
m
q
u
e
b
e
n
e
d
i
c
t
a
f
e
m
i
n
a
 
 
 

刊 

g
－
O
r
i
O
S
u
m
 
B
O
－
e
s
】
a
u
ヨ
g
e
コ
e
r
a
く
i
t
．
。
 
 

こ
こ
に
「
天
 
（
高
き
所
）
 
か
ら
の
朝
の
光
二
〇
r
i
e
n
s
e
H
 
a
－
t
O
。
」
と
あ
る
言
葉
は
、
『
新
約
聖
書
』
「
ル
カ
に
よ
る
福
音
書
」
一
七
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こ
れ
は
、
ダ
ビ
デ
の
如
き
、
神
を
畏
れ
る
止
義
の
王
を
意
味
し
て
い
る
。
事
実
ボ
レ
ス
ワ
7
は
そ
の
徳
に
関
し
て
も
、
聖
・
俗
の
双
方
 
 

に
わ
た
る
卓
越
の
故
に
賛
美
さ
れ
て
い
る
。
 
 

「
ボ
レ
ス
ワ
フ
土
は
、
こ
の
よ
う
な
諸
徳
、
す
な
わ
ち
、
止
義
と
公
平
、
畏
敬
と
慈
愛
に
お
い
て
際
立
っ
て
い
た
。
…
…
と
り
 
 

わ
け
三
つ
の
徳
に
お
い
て
、
す
な
わ
ち
正
義
・
公
正
、
敬
優
に
お
い
て
偉
大
さ
の
極
み
に
達
し
た
。
止
義
に
お
い
て
、
と
い
う
の
 
 

は
、
裁
き
に
は
人
を
分
け
隔
て
せ
ず
、
訴
え
を
解
決
し
た
か
ら
で
あ
り
、
公
正
に
お
い
て
、
と
い
う
の
は
、
諸
侯
と
人
民
と
を
、
 
 

思
慮
分
別
を
も
っ
て
深
く
愛
し
た
か
ら
で
あ
り
、
敬
優
に
お
い
て
、
と
い
う
の
は
、
キ
リ
ス
ト
と
そ
の
花
嫁
を
、
あ
ら
ゆ
る
手
だ
 
 

て
に
よ
っ
て
崇
拝
し
た
か
ら
で
あ
る
。
」
 
（
l
〓
）
 
 

｛
．
T
a
－
i
b
u
s
e
r
g
O
ま
r
t
u
t
i
t
i
b
亡
S
∵
u
s
t
i
c
i
a
e
t
 
e
q
u
i
t
a
t
e
J
i
コ
岩
r
e
S
C
i
－
i
c
e
t
e
t
d
i
－
e
c
t
i
O
コ
e
r
e
舛
B
O
訂
N
】
a
u
u
s
p
r
e
c
e
〓
e
b
a
t
一
 
 

‥
‥
t
r
i
b
u
s
 
t
a
ヨ
e
n
ま
r
t
u
t
i
b
u
s
い
 
i
u
s
t
i
c
i
a
Y
 
e
q
u
i
t
a
t
e
〉
P
－
e
t
a
t
e
 
S
p
e
C
i
a
－
i
t
e
r
 
a
d
 
t
a
コ
t
u
n
】
C
u
】
m
e
n
 
m
a
g
コ
i
t
u
d
i
コ
i
s
 
 

a
s
c
e
n
d
i
t
一
i
u
s
t
i
c
i
a
一
q
∈
a
 
S
i
n
e
r
e
s
p
e
c
t
u
p
e
r
s
O
コ
e
C
a
u
S
a
m
 
i
n
i
u
d
i
c
i
O
 
d
i
s
c
e
r
n
e
b
a
t
‥
e
q
u
i
t
a
t
e
．
q
亡
i
a
 
p
r
m
c
【
p
e
S
e
t
 
 

p
O
p
u
－
u
ヨ
C
u
ヨ
d
i
s
c
r
e
c
i
O
n
e
d
i
－
i
g
e
b
a
t
一
p
－
e
t
a
t
e
｝
q
u
i
a
C
h
r
i
s
t
u
ヨ
e
i
u
s
q
u
e
s
p
O
n
S
a
ヨ
ヨ
O
d
i
s
O
m
コ
i
b
u
s
h
O
コ
O
r
a
b
a
t
∴
、
 
 
 

さ
ら
に
重
要
な
こ
と
は
、
か
ル
に
お
い
て
、
「
主
」
は
「
冷
油
さ
れ
た
者
」
で
あ
り
、
し
か
も
「
塗
油
さ
れ
た
者
」
に
対
し
て
は
、
い
 
 

か
な
る
肉
体
的
な
罰
を
も
課
し
て
は
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
 
 
 

こ
の
点
は
ボ
レ
ス
ワ
フ
・
シ
ナ
ョ
ド
リ
が
ク
ラ
コ
フ
司
教
を
殺
害
し
た
こ
と
に
関
す
る
グ
ル
の
有
名
な
記
述
の
中
に
見
る
こ
と
が
で
 
 

き
る
。
 
 
 

」  

「
塗
油
さ
れ
た
者
は
、
塗
油
さ
れ
た
者
に
対
し
て
、
い
か
な
る
罪
を
犯
し
た
と
し
て
も
彼
に
肉
体
的
な
罰
を
加
え
る
こ
と
は
許
 
 

さ
れ
な
い
の
で
あ
る
。
ボ
レ
ス
ワ
フ
が
罪
に
対
し
て
罪
を
以
っ
て
応
、
え
、
司
教
の
裏
切
り
に
対
し
て
四
肢
切
断
を
敢
え
て
行
っ
た
 
 

時
、
こ
れ
は
彼
に
大
い
な
る
厄
災
を
も
た
ら
し
た
。
」
 
（
Ⅰ
N
コ
 
 
 

コ
O
n
 
d
e
b
u
i
t
 
c
h
r
i
s
t
u
s
 
i
n
 
c
h
r
i
s
t
u
m
 
p
e
c
c
a
t
u
ヨ
q
u
O
d
－
i
b
e
t
 
c
O
r
p
O
r
a
－
i
t
e
r
ま
n
d
i
c
a
r
e
」
〓
亡
d
 
e
コ
i
ヨ
m
u
－
t
u
m
 
s
i
b
i
 
 

22  

六
七
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さ
て
、
ガ
ル
の
年
代
記
を
賢
く
人
き
な
モ
チ
ー
フ
の
一
つ
が
、
神
聖
ロ
ー
マ
皇
帝
に
よ
る
ポ
ー
ラ
ン
ド
侵
入
を
阻
止
し
、
ポ
ー
ラ
ン
 
 

ド
の
古
き
自
由
を
守
っ
た
ボ
レ
ス
ワ
フ
・
ク
シ
ヴ
ウ
ス
テ
イ
の
栄
光
を
称
え
る
こ
と
に
あ
っ
た
こ
と
は
す
で
に
紹
介
し
て
き
た
と
こ
ろ
 
 

で
あ
る
が
、
プ
レ
ジ
ア
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
独
立
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
、
‡
張
す
る
丈
献
の
連
鎖
の
最
古
の
環
で
あ
る
 
 

と
さ
れ
る
。
そ
こ
で
今
一
度
こ
の
主
張
の
持
つ
意
味
を
ガ
ル
の
言
語
衷
硯
の
分
析
を
通
し
て
検
討
し
て
み
る
こ
と
と
し
よ
う
。
 
 
 

ガ
ル
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
国
家
お
よ
び
国
家
の
独
立
と
い
う
こ
と
を
ど
の
よ
う
に
表
現
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
先
に
の
べ
た
「
下
 
 

田
」
：
r
e
g
コ
u
m
。
に
並
ん
で
、
く
り
か
え
し
ポ
ー
フ
ン
ド
の
国
家
を
表
現
す
る
時
に
使
わ
れ
る
の
が
「
パ
ト
リ
ア
」
一
↓
p
a
t
r
i
a
。
と
い
う
 
 

語
で
あ
る
。
 
 
 

ま
ず
第
一
巻
の
序
言
で
 
「
パ
ト
リ
ア
」
 
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
土
地
を
意
味
す
る
語
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。
 
 

」
 
 
 
 
「
パ
ト
リ
ア
に
は
、
体
に
よ
い
空
気
、
肥
沃
な
耕
地
、
蜜
の
流
れ
る
森
…
…
が
あ
る
。
」
 
（
T
p
r
O
h
e
ヨ
i
u
ヨ
）
 
 
 

封  

六
八
 
 

コ
O
C
u
i
t
．
c
u
ヨ
p
e
C
C
a
t
O
p
e
C
C
a
t
⊂
m
a
d
h
i
b
u
i
t
〉
C
u
m
p
r
O
t
r
a
d
i
t
i
O
コ
e
p
O
コ
t
i
f
i
c
e
m
t
r
u
コ
C
a
C
i
O
コ
i
m
e
ヨ
b
r
O
r
⊂
ヨ
a
昏
i
b
⊂
i
t
．
＝
 
 
 

こ
の
「
ク
リ
ス
ト
ゥ
ス
」
一
一
c
h
r
i
s
t
u
s
＝
と
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
、
ヘ
ブ
ラ
イ
語
の
「
メ
シ
ア
ハ
」
一
一
コ
J
巧
ヤ
〉
1
「
油
注
が
れ
 
一
、
．
 
 

た
る
老
」
の
ギ
リ
シ
ャ
語
訳
「
フ
リ
ス
ト
ス
」
。
。
ぞ
ト
q
3
へ
三
池
注
が
れ
た
る
者
」
の
ラ
テ
ン
語
表
記
で
あ
る
。
『
旧
約
聖
書
』
「
サ
ム
エ
 
 

ル
記
」
 
に
は
、
サ
ウ
ル
、
ダ
ビ
デ
は
、
千
言
老
サ
ム
エ
ル
に
よ
っ
て
油
注
が
れ
て
王
位
に
即
く
の
で
あ
り
、
ま
た
、
油
注
が
れ
た
者
の
 
 

身
体
は
聖
な
る
も
の
と
し
て
触
れ
て
は
な
ら
な
い
と
さ
れ
る
。
『
サ
ム
エ
ル
記
上
』
第
二
同
輩
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。
「
ヤ
ハ
ウ
ェ
の
抽
 
 
 

注
が
れ
た
る
者
に
手
を
下
し
て
、
だ
れ
が
罰
を
免
れ
よ
う
か
。
」
 
 
 

こ
う
L
て
ガ
ル
に
お
い
て
は
「
王
」
は
単
な
る
「
公
」
「
侠
」
や
「
伯
」
以
上
の
者
、
宗
教
的
な
「
聖
性
」
を
帯
び
る
も
の
と
し
て
描
 
 

か
れ
て
お
り
、
こ
こ
に
、
先
に
の
べ
た
 
「
王
国
」
二
r
e
g
n
u
ヨ
．
〉
 
の
三
＝
葉
の
使
用
と
対
応
し
て
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
は
正
当
な
る
、
神
聖
な
る
 
 

土
に
よ
っ
て
統
治
さ
れ
る
キ
リ
ス
ト
教
王
国
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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＝
P
a
t
r
i
a
 
u
b
i
 
a
e
r
s
a
l
u
b
r
i
s
－
a
g
e
r
f
e
r
t
i
－
i
s
〉
S
〓
く
a
 
m
e
≡
f
－
u
a
∵
…
 
 
 

し
か
し
第
二
巻
以
降
で
は
、
「
パ
ト
リ
ア
」
は
、
主
と
し
て
、
「
王
国
」
 
（
「
レ
グ
ヌ
ム
」
）
と
い
う
語
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
る
、
「
王
」
の
 
 

統
治
す
る
団
、
と
は
や
や
趣
き
を
異
に
す
る
文
脈
で
使
用
さ
れ
て
い
る
。
 
 
 

た
と
え
ば
、
シ
ュ
チ
ェ
フ
の
陰
謀
に
抗
し
て
、
ヴ
ロ
ツ
ワ
フ
の
都
市
民
に
支
援
を
懇
請
し
た
ズ
ビ
グ
ニ
ュ
フ
の
演
説
は
、
王
族
の
利
 
 

益
と
は
別
個
の
、
パ
ト
リ
ア
へ
の
配
慮
の
問
題
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
 
 

「
老
い
と
病
い
に
よ
っ
て
弱
く
な
ら
れ
た
我
々
の
父
は
、
す
で
に
自
分
自
身
や
我
々
の
こ
と
や
パ
ト
リ
ア
に
つ
い
て
配
慮
す
る
 
 

リ
】
 
 

力
を
無
く
し
て
お
ら
れ
る
。
」
 
（
Ⅰ
Ⅰ
⊥
聖
 
 

二
Q
u
a
p
r
O
P
t
e
r
｝
q
u
i
a
 
s
e
コ
i
O
 
i
a
m
 
c
O
コ
f
e
c
t
亡
S
 
g
e
コ
i
〔
O
r
コ
O
S
t
e
r
 
e
t
 
i
コ
f
i
r
m
i
t
a
t
e
 
s
i
b
i
コ
O
b
i
s
q
u
e
完
】
p
a
t
r
i
e
 
m
i
コ
亡
S
 
 

p
r
e
く
a
－
e
【
p
r
O
ま
d
e
r
e
．
。
 
 
 

さ
ら
に
、
ズ
ピ
グ
ニ
ュ
フ
り
裏
切
り
行
為
に
対
し
て
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
賢
人
達
が
激
し
く
論
難
し
た
簡
所
で
は
、
パ
ト
リ
ア
の
名
誉
 
 

と
父
祖
継
承
の
地
の
確
保
が
結
び
つ
け
ら
れ
て
語
ら
れ
て
い
る
。
 
 

こ
の
 
「
パ
ト
リ
ア
の
名
誉
」
一
ゴ
○
コ
O
r
 
p
a
t
r
i
e
＝
と
「
父
祖
継
承
の
地
」
▲
ゴ
a
t
e
r
コ
a
 
h
e
r
e
d
i
t
a
s
。
の
強
調
は
、
第
三
巻
全
体
の
基
調
 
 

六
九
 
 
 

h
e
r
e
d
i
t
a
t
e
m
 
d
e
f
e
n
d
e
b
e
t
．
。
 
 

C
O
n
S
i
－
i
O
S
u
g
g
e
r
e
n
t
e
〉
コ
e
q
u
e
f
i
d
e
m
f
r
a
t
r
i
壱
e
q
亡
e
i
u
s
i
亡
r
a
コ
d
u
ヨ
O
b
s
e
r
く
a
b
a
t
壱
e
C
h
O
n
O
r
e
m
p
a
t
r
i
e
コ
e
C
p
a
t
e
r
コ
a
ヨ
 
 

O
f
f
e
n
d
e
b
a
t
〉
a
C
 
p
a
t
e
r
コ
a
m
 
h
e
r
e
d
i
t
a
【
e
ヨ
C
O
コ
C
亡
－
c
a
コ
d
a
m
 
h
O
S
t
i
b
u
s
 
e
x
p
O
コ
e
b
a
t
．
E
t
 
q
u
O
n
i
a
m
 
N
b
i
習
e
u
u
S
∃
巴
○
 
 

雫
約
し
た
こ
と
を
守
ら
ず
、
パ
ト
リ
ア
の
名
善
と
父
祖
継
庫
の
上
地
を
護
ら
ず
、
」
 
こ
T
い
い
）
 
 

一
一
Q
u
i
 
s
a
t
i
s
 
p
亡
e
r
i
】
i
e
 
c
O
コ
S
i
】
i
u
ヨ
e
t
コ
O
C
i
t
u
r
亡
m
 
a
亡
d
i
e
b
a
t
〉
C
u
m
 
p
r
名
t
e
r
 
p
a
亡
C
O
r
亡
ヨ
O
d
i
u
m
 
t
O
t
a
m
 
p
a
t
r
i
a
m
 
 

継
承
の
地
を
敵
の
躁
洞
に
さ
ら
し
た
の
で
あ
っ
た
。
ズ
ビ
グ
ニ
ュ
フ
は
邪
な
謀
に
そ
そ
の
か
さ
れ
、
兄
弟
の
信
義
は
言
う
も
愚
か
、
 
 

「
彼
は
ま
た
子
供
の
よ
う
に
愚
か
な
謀
を
聞
き
入
れ
、
わ
ず
か
な
人
々
の
憎
悪
の
た
め
に
、
パ
ト
リ
ア
全
体
を
傷
つ
け
、
父
祖
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27  

29  

‥、・ 

七
〇
 
 
 

と
も
な
っ
て
お
り
、
ま
た
ボ
レ
ス
ワ
フ
・
ク
シ
ヴ
ウ
ス
テ
イ
に
よ
る
皇
帝
ハ
イ
ン
リ
ヒ
五
世
へ
の
抵
抗
の
動
機
、
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
古
き
 
 

自
由
」
（
ゴ
b
e
r
t
a
s
a
n
t
i
q
u
a
 
P
O
－
O
n
i
e
。
を
支
え
る
基
本
的
感
情
で
あ
っ
た
。
 
 
 

グ
ロ
ー
グ
フ
近
郊
の
戦
い
の
場
で
ボ
レ
ス
ワ
フ
・
ク
シ
ヴ
ウ
ス
テ
イ
は
こ
う
叫
ん
で
い
る
。
 
 

「
今
一
度
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
自
由
の
た
め
に
生
死
を
賭
し
て
く
れ
た
ま
、
え
。
も
し
彼
の
地
グ
ロ
ー
グ
フ
で
私
が
死
ん
だ
と
し
て
 
 

も
、
そ
れ
で
パ
ト
リ
ア
の
危
難
を
終
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
確
信
で
き
る
な
ら
ば
、
こ
の
わ
ず
か
な
手
勢
を
率
い
て
喜
ん
で
皇
 
 

帝
と
の
戦
い
に
向
お
う
。
」
 
（
l
l
T
ご
 
 

㌔
u
n
c
q
u
O
q
u
e
m
e
C
u
m
e
S
t
O
t
e
p
r
O
－
i
b
e
r
t
a
t
e
P
O
－
O
n
i
e
完
－
m
O
r
i
完
－
く
i
完
r
e
p
r
e
p
a
r
a
t
i
．
E
g
O
q
u
i
d
e
m
i
a
ヨ
C
u
m
 
 

t
a
m
 
p
a
r
く
a
 
m
a
n
u
 
p
r
e
－
i
u
m
－
i
b
e
n
s
 
c
O
n
t
r
a
C
e
S
a
r
e
m
 
i
n
i
r
e
m
－
S
i
 
s
c
i
r
e
m
 
p
r
O
 
C
e
r
t
O
】
q
u
O
d
e
t
i
a
ヨ
i
b
i
ヨ
e
m
O
r
i
e
n
t
e
 
 

d
i
s
c
r
i
m
e
n
p
a
t
r
i
e
 
d
i
f
f
i
n
i
r
e
芦
 
 
 

こ
こ
で
は
、
ド
イ
ツ
皇
帝
と
の
戦
い
は
、
口
ら
の
王
朝
と
王
朝
の
支
配
地
を
守
る
戦
い
と
い
う
よ
り
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
お
け
る
一
 
 

種
の
共
同
体
の
自
由
を
守
る
戦
い
と
し
て
意
識
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
う
し
た
理
解
は
、
ガ
ル
に
お
い
て
は
ま
た
、
ポ
ー
 
 

ラ
ン
ド
を
一
つ
の
 
「
レ
ス
プ
ブ
リ
カ
」
と
し
て
表
現
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。
ボ
レ
ス
ワ
フ
・
フ
ロ
ブ
リ
の
徳
を
称
賛
す
る
 
 

第
一
巻
第
〓
早
で
は
、
ボ
レ
ス
ワ
フ
は
、
‡
国
と
レ
ス
プ
ブ
リ
カ
を
統
治
し
た
と
さ
れ
る
。
 
 

l
 
 

「
こ
の
よ
う
な
思
慮
分
別
に
よ
っ
て
ボ
レ
ス
ワ
フ
は
‡
国
と
レ
ス
プ
ブ
リ
カ
を
統
治
し
た
。
」
（
∵
u
）
 
 

（
一
t
a
－
i
q
u
e
d
i
s
c
r
e
t
i
O
n
e
r
e
g
n
u
m
言
S
喝
罵
b
監
、
町
c
Q
S
 
p
r
O
C
u
r
a
b
a
t
．
。
 
 
 

ま
た
第
一
巻
第
一
五
章
で
は
、
ボ
レ
ス
ワ
フ
は
レ
ス
プ
ブ
リ
カ
の
監
督
者
と
い
わ
れ
て
い
る
。
 
 

「
披
こ
そ
正
し
く
祖
国
の
父
で
あ
り
、
祖
国
の
守
護
者
で
あ
る
。
披
こ
そ
君
主
で
あ
り
、
他
人
の
財
産
の
横
領
者
で
な
く
、
レ
 
 

ス
プ
ブ
リ
カ
の
名
誉
あ
る
監
督
者
で
あ
る
。
」
 
（
Ⅰ
⊥
巴
 
 

一
己
i
c
e
s
t
完
r
e
p
a
t
e
r
p
a
t
r
i
e
ゝ
i
c
d
e
f
e
n
s
O
r
．
h
i
c
e
s
t
d
O
m
i
n
u
s
壱
O
n
a
－
i
e
n
e
p
e
c
u
n
i
e
d
i
s
s
i
p
a
｛
O
r
〉
S
e
d
h
O
n
e
S
t
u
S
r
e
i
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p
u
b
－
i
c
e
 
d
i
s
p
e
コ
S
a
t
O
r
㌧
〉
 
 
 

こ
こ
で
は
「
パ
ト
リ
ア
」
は
「
レ
ス
プ
ブ
リ
カ
」
と
重
ね
ら
れ
て
お
り
、
パ
ト
リ
ア
が
一
つ
の
共
同
体
で
あ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
 
 

い
る
。
 
 
 

「
パ
ト
リ
ア
」
【
。
p
a
t
r
i
a
。
な
る
語
は
も
と
も
と
「
父
」
。
一
p
a
t
e
r
。
か
ら
由
来
し
た
語
で
あ
り
、
「
父
の
も
の
」
「
父
祖
か
ら
由
来
し
た
 
 

も
の
」
の
語
義
を
持
っ
て
い
か
。
従
っ
て
こ
こ
で
は
、
一
つ
に
は
ポ
ー
フ
ン
ド
の
地
に
住
み
な
し
た
ス
ラ
ブ
の
各
氏
族
が
父
祖
速
か
ら
 
 

継
承
し
た
各
々
の
土
地
を
意
味
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
そ
の
土
地
の
住
民
に
拡
張
さ
れ
、
さ
ら
に
は
、
レ
グ
ヌ
ム
（
王
国
）
 
 

に
ま
で
拡
大
さ
れ
、
一
種
の
ポ
ー
フ
ン
ド
人
共
同
体
を
指
す
言
葉
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
と
い
っ
て
も
よ
い
で
あ
ろ
ヤ
も
ち
ろ
ん
、
 
 

こ
の
レ
ス
プ
ブ
リ
カ
の
共
同
体
に
い
か
な
る
社
会
層
が
帰
属
し
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
ガ
ル
に
は
明
示
的
な
言
及
は
残
さ
れ
て
い
な
頼
。
 
 

し
か
し
ポ
ー
⊥
フ
ン
ド
最
古
の
年
代
記
に
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
が
レ
ス
プ
ブ
リ
カ
と
し
て
存
在
し
、
そ
れ
が
パ
ト
リ
ア
と
宣
せ
ら
れ
た
こ
と
は
、
 
 

′
3
 

後
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
展
開
に
と
っ
て
、
一
つ
の
起
点
と
し
て
の
意
義
を
有
す
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
は
不
‖
定
し
え
 
 

な
い
事
実
で
あ
る
。
『
ガ
ル
年
代
記
』
が
、
チ
ュ
ー
ト
ン
騎
士
団
と
の
対
抗
を
枢
要
の
課
題
と
し
た
ヤ
ギ
ウ
ォ
朝
初
期
に
ド
ゥ
ゴ
ー
ン
に
 
 

よ
っ
て
自
ら
の
年
代
記
に
利
用
さ
れ
、
ま
た
、
近
代
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
分
割
の
時
に
は
じ
め
て
印
刷
に
付
さ
れ
て
忘
却
の
裡
か
ら
よ
み
が
 
 

え
っ
た
こ
と
を
こ
こ
に
想
起
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
 
 

3  

（
1
）
 
最
初
の
本
格
的
な
文
献
学
的
研
究
は
、
M
・
プ
レ
ジ
ア
の
も
の
で
あ
る
。
M
．
P
－
e
z
i
a
、
き
d
苫
叫
訂
C
已
訂
喜
罫
計
針
訂
3
．
童
旦
慧
冒
計
ぎ
ー
澄
り
 
 

次
い
で
、
年
代
記
の
テ
キ
ス
ト
の
校
訂
と
そ
れ
に
付
さ
れ
た
ラ
テ
ン
語
に
よ
る
詳
細
な
注
釈
を
書
い
た
K
・
マ
レ
ナ
ン
ス
キ
の
も
の
が
重
要
で
あ
 
 
 

る
。
K
．
M
a
－
e
c
z
y
訝
k
i
し
ぎ
舅
計
警
ぎ
＝
紆
詳
よ
ぎ
鼓
訂
ぷ
盲
軋
首
肯
訂
首
誉
叫
ざ
首
謀
ぎ
㌢
を
ぎ
ー
澄
N
．
 
 

ま
た
筆
者
が
一
九
九
六
年
か
ら
九
八
年
に
か
け
て
『
岡
山
大
学
法
学
会
雑
誌
』
 
に
発
表
し
た
 
『
匿
名
の
グ
ル
年
代
記
』
 
の
翻
訳
・
訳
注
も
参
照
し
 
 
 

て
い
た
だ
き
た
い
。
以
下
の
注
も
こ
の
翻
訳
・
訳
注
に
負
っ
て
い
る
の
で
便
宜
上
、
次
の
よ
う
に
表
記
す
る
。
 
 

第
‥
巻
第
一
章
～
第
四
章
ま
で
 
（
前
掲
誌
第
面
二
巻
第
二
号
）
 
－
 
翻
訳
 
［
Ⅰ
］
 
 

七
一
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1918171615141312111（）9  
（
7
）
 
 

（
8
）
 
 
 

6 5 4 3 2  
皆
の
称
号
で
あ
っ
た
‖
 
E
・
 
 

朝 潮 翻朝 潮 翻 潮 翻  
訳 訳 訳 訳 訳 訳 訳 訳  

翻
訳
 
 

翻
訳
 
 

翻
訳
 
 

翻
訳
 
 

翻
訳
 
 

第
三
巻
第
 
 

翻
訳
 
［
Ⅳ
］
 
 

翻
訳
 
［
Ⅴ
］
 
 

翻
訳
 
［
Ⅶ
］
 
 

翻
訳
 
［
H
］
 
 

翻
訳
 
［
Ⅱ
］
 
 

第
∵
巻
第
五
章
～
第
一
七
草
ま
で
 
（
同
誌
第
四
四
巻
第
二
号
）
 
－
 
翻
訳
 
［
H
］
 
 

第
一
巻
第
一
八
帝
～
第
三
一
章
ま
で
 
（
同
誌
第
四
五
巻
第
二
号
）
 
－
 
翻
訳
［
Ⅲ
］
 
 

第
二
巻
第
一
章
～
第
一
六
苛
ま
で
 
（
同
誌
第
四
人
巻
第
一
号
）
 
－
 
翻
訳
 
［
Ⅳ
］
 
 

第
二
巻
第
一
七
章
～
第
二
九
章
ま
で
 
（
同
誌
第
四
六
巻
第
一
王
ヱ
・
－
1
∴
朔
訳
 
［
Ⅴ
］
 
 

第
二
巻
第
三
〇
章
～
第
五
〇
章
ま
で
 
（
同
誌
第
四
七
巻
第
∵
号
）
 
－
 
翻
訳
 
［
Ⅵ
］
 
 

第
三
巻
第
一
章
～
第
∵
一
章
ま
で
 
（
同
誌
第
四
七
巻
第
四
号
）
 
－
 
翻
訳
 
［
Ⅶ
］
 
 

Il【IlIII I I Ⅵ Ⅴ Ⅳ Ⅵ Ⅵ Ⅰ Ⅶ   

て
ハ
ペ
ー
ジ
＝
 
 

一
閃
ペ
ー
ジ
。
 
 

h
二
ペ
ー
ジ
。
 
 

三
二
ペ
ー
ジ
。
三
五
ペ
ー
ジ
り
 
 

九
ペ
ー
ジ
。
 
 

一
一
ペ
ー
ジ
。
 
 

三
九
ペ
ー
ジ
。
 
 

二
八
ペ
ー
ジ
。
 
 

三
二
ペ
ー
ジ
。
 
 

四
ペ
ー
ジ
。
 
 

二
〇
ペ
ー
ジ
。
 
 

二
二
ペ
ー
ジ
り
 
 

一
六
ペ
ー
ジ
り
 
 
 

八
ペ
ー
ジ
‖
 
な
お
 
 

二
章
～
第
二
六
革
ま
で
 
（
同
誌
第
四
八
巻
第
∵
号
）
 
－
 
翻
訳
 
［
Ⅷ
］
 
 

五
ペ
ー
ジ
。
四
五
ペ
ー
ジ
。
 
 

一
九
ペ
ー
ジ
。
 
 

閃
ペ
ー
ジ
。
 
 

人
ペ
ー
ジ
。
 
 マ

イ
ヤ
ー
『
ロ
ー
マ
人
の
国
家
と
同
家
思
想
』
 
（
…
ポ
波
書
店
、
一
九
七
八
年
∵
一
九
一
ペ
ー
ジ
。
 
 

「
ロ
ー
マ
人
民
の
友
」
。
a
m
i
c
u
s
p
O
p
u
－
i
R
O
m
a
コ
山
。
と
は
、
ロ
ー
マ
阿
制
史
上
、
興
川
の
王
に
ケ
え
ら
れ
た
名
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30 29 28 27 26 25 24  23 22 2120   

E 朝 潮 翻  
・訳 訳 訳  

倫
理
的
そ
し
て
道
徳
的
な
あ
ら
ゆ
る
価
値
の
集
合
体
を
意
味
L
た
。
し
か
L
初
期
中
正
に
な
る
と
、
こ
の
パ
ト
リ
ア
は
ほ
と
ん
ど
忘
れ
去
ら
れ
た
政
 
 

治
的
有
在
と
な
っ
て
ト
ま
っ
た
り
 
領
主
と
家
臣
と
の
人
格
的
絆
が
、
他
の
多
く
の
政
治
的
結
束
に
も
ま
し
て
政
治
生
活
を
規
定
し
、
社
会
全
体
に
浸
 
 

透
し
て
い
た
封
建
時
代
に
お
い
て
、
パ
ト
リ
ア
の
八
代
的
理
念
は
、
完
全
に
消
失
す
る
か
解
体
し
て
し
ま
う
ほ
か
は
な
か
っ
た
。
 
 
 

＝
…
す
な
わ
ち
パ
ト
リ
7
に
つ
い
て
の
新
た
な
領
域
的
観
念
は
、
お
そ
ら
く
キ
リ
ス
ト
教
的
伝
統
の
再
世
俗
化
さ
れ
た
支
脈
と
し
て
展
開
し
た
の
 
 

パ
ト
リ
オ
テ
ィ
ズ
ム
 
 

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
新
た
な
祖
国
愛
は
、
大
⊥
の
パ
ト
リ
ア
か
ら
地
卜
の
諸
々
の
政
休
へ
と
転
移
さ
れ
た
倫
理
的
価
値
の
上
に
成
長
し
 
 

た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
・
 
 
 

し
か
る
べ
き
留
保
を
L
た
上
で
、
『
ロ
ー
ラ
ン
の
歌
』
が
フ
ラ
ン
ス
人
に
と
っ
て
意
味
し
た
の
と
H
じ
こ
と
が
、
モ
ン
マ
ス
の
ジ
ェ
フ
リ
Ⅰ
の
『
ブ
 
 

七
三
 
 
 

「
パ
ト
リ
ア
」
 
 

マ
と
を
、
と
も
に
 
 

に
お
い
て
は
、
 
 

下
、
「
パ
ト
リ
ア
」
 
 
 

「
パ
ト
リ
ア
は
、
 
 

0
0
年
ご
ろ
、
ノ
ル
マ
ン
公
国
の
こ
同
位
聖
職
者
に
よ
っ
て
苦
か
れ
た
と
さ
れ
る
＝
文
書
に
依
っ
て
、
カ
ン
ト
ロ
ヴ
ィ
∵
ナ
は
、
中
世
初
期
‡
権
の
 
 

中
心
的
甘
在
で
あ
る
†
の
聖
性
と
碑
油
と
の
関
係
を
論
じ
て
い
る
。
「
（
混
成
の
人
格
）
 
と
し
て
現
わ
れ
た
の
は
司
教
ば
か
り
で
は
な
い
。
上
も
ま
た
 
 

そ
う
で
あ
っ
た
。
⊥
に
は
、
彼
の
聖
別
と
軽
油
か
ら
発
出
す
る
も
の
と
L
て
、
あ
る
種
の
霊
的
な
権
能
が
帰
属
L
て
い
た
か
l
h
で
あ
る
り
」
E
．
K
a
三
〇
r
O
已
－
z
－
 
 

コ
、
「
＞
、
ぎ
†
 
 
 

翻
訳
［
1
］
 
 
 

翻
訳
 
［
Ⅳ
］
 
 
 

翻
訳
 
［
Ⅵ
］
 
 
 

翻
訳
 
［
Ⅶ
］
 
 
 

剖
訳
 
［
H
］
 
 
 

翻
訳
 
［
H
］
 
 

カ
ン
ト
ロ
ヴ
ィ
ソ
ナ
の
 
『
⊥
の
二
つ
の
身
体
』
夢
二
章
「
キ
リ
ス
ト
を
中
心
と
す
る
王
権
」
 
の
叙
述
が
想
起
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
っ
一
 
 

lllIIIl  

ぎ
三
ぎ
詳
：
P
r
i
ヨ
〔
e
t
O
n
－
器
コ
p
．
皇
∵
ヵ
ン
ト
ロ
ヴ
イ
ツ
子
『
上
の
二
つ
の
身
体
』
 
（
平
凡
社
、
一
九
九
二
年
）
七
五
ペ
ー
ジ
り
 
 

‥
ム
ペ
ー
ジ
り
 
 

二
八
ペ
ー
ジ
り
 
 
 

二
ペ
ー
ジ
∩
 
 

一
人
ペ
ー
ジ
い
 
 

∴
八
ぺ
－
ジ
。
 
 

二
八
ペ
Ⅰ
‥
ノ
‖
 
 

四
ぺ
ジ
り
 
な
お
九
ペ
ー
ノ
ゾ
の
注
 
（
2
）
 
を
参
照
の
こ
と
U
 
 

二
八
ペ
ー
ジ
。
 
 

二
川
ペ
ー
ジ
。
 
 

は
、
几
来
古
代
ロ
ー
マ
人
に
お
い
て
は
、
郡
市
ロ
ー
マ
を
意
味
し
た
が
、
帝
国
が
拡
大
す
る
に
つ
れ
て
、
住
民
の
居
住
地
と
ロ
ー
 
 

「
パ
ト
リ
ア
L
と
呼
ん
だ
。
E
・
マ
イ
ア
、
前
掲
書
、
一
九
五
ペ
ジ
り
 
二
ヰ
ニ
ペ
ー
ジ
。
カ
ン
ト
ロ
ヴ
ィ
ッ
チ
に
よ
れ
ば
、
小
 
 

「
パ
ト
リ
7
」
は
、
当
初
は
、
代
々
住
み
な
し
て
き
た
居
住
民
の
小
さ
な
土
地
を
指
し
て
い
た
か
、
キ
リ
ス
ト
教
の
神
学
の
影
響
の
 
 

が
「
⊥
阿
」
と
重
ね
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
 
 

古
典
八
代
に
お
い
て
、
き
わ
め
て
し
ば
し
ば
、
人
々
が
そ
の
た
め
に
生
き
、
そ
の
た
め
に
死
の
う
と
欲
す
る
政
治
的
、
宗
教
的
、
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七
四
 
 

リ
テ
ン
列
‡
史
』
 
と
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
人
に
つ
い
て
も
言
え
る
だ
ろ
う
。
モ
ン
マ
ス
の
ジ
ェ
フ
リ
ー
に
と
っ
て
、
パ
ト
リ
ア
は
明
ら
か
に
「
島
全
体
の
 
 
 

君
主
国
」
＝
t
O
t
i
亡
S
i
コ
S
u
】
a
e
ヨ
○
コ
a
r
C
h
i
a
＝
を
意
味
し
た
n
J
 
K
a
コ
t
r
O
W
i
〔
N
－
O
p
．
C
i
t
一
も
．
N
ぃ
い
N
芦
モ
ン
マ
ス
の
ジ
ェ
フ
リ
の
 
『
ブ
リ
ト
ン
人
の
歴
 
 

史
』
 
は
、
ほ
ほ
一
二
六
年
ご
ろ
に
書
か
れ
た
と
さ
れ
、
し
か
も
彼
の
歴
史
書
は
、
ベ
ー
ダ
の
 
『
教
会
史
』
 
よ
り
も
多
く
の
半
本
が
作
ら
れ
、
中
世
 
 

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
広
く
普
及
L
た
と
さ
れ
る
。
従
っ
て
ジ
ェ
フ
リ
ー
の
描
く
中
世
人
の
観
念
が
単
に
イ
ギ
リ
ス
だ
け
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
は
、
 
 
 

十
二
世
紀
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
年
代
記
に
夫
わ
れ
て
い
る
観
念
を
理
解
す
る
上
で
も
示
唆
的
で
あ
る
し
A
．
G
r
a
コ
S
d
e
n
」
ゴ
諷
篭
計
已
一
寸
ヾ
叫
、
訂
g
叫
3
呵
責
訂
誌
良
 
 

市
箋
計
－
～
一
浪
）
早
や
N
已
．
な
お
小
林
公
氏
に
よ
る
カ
ン
ト
ロ
ヴ
ィ
ッ
チ
の
翻
訳
を
参
照
し
た
が
、
小
林
氏
が
「
（
祖
国
）
 
と
い
う
新
L
い
観
念
の
 
 
 

拡
が
り
」
と
訳
さ
れ
て
い
る
箇
所
は
、
私
の
参
照
し
た
…
九
九
七
年
度
版
で
は
；
ヨ
：
～
葵
ざ
温
Q
計
ご
箋
へ
食
尽
、
甘
、
計
＝
と
な
り
て
い
る
の
 
 

で
、
以
上
の
よ
う
に
訳
L
て
お
い
た
。
こ
の
点
は
、
文
脈
上
梅
め
て
重
要
な
箇
所
で
あ
る
り
 
 

（
3
1
）
 
こ
の
年
代
記
に
お
い
て
は
、
す
で
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
P
O
】
〔
∋
u
S
は
、
ド
イ
ツ
人
↓
h
e
u
t
O
コ
i
c
u
s
、
ボ
ヘ
ミ
ア
人
B
O
h
e
ヨ
u
S
、
ポ
モ
ジ
ュ
人
P
O
コ
l
O
r
a
コ
u
S
 
 

モ
ラ
ヴ
ィ
ア
人
M
雪
a
u
i
e
コ
S
u
S
、
ル
ー
ス
人
R
u
t
h
e
コ
u
S
か
ら
区
別
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
同
時
に
ス
ラ
ブ
人
の
北
方
の
一
部
族
と
さ
れ
て
い
る
。
 
 

（
3
2
）
 
こ
の
年
代
記
の
小
に
、
「
共
同
評
議
会
」
一
一
C
O
ヨ
ヨ
u
コ
u
S
C
O
コ
S
i
－
i
u
∃
て
が
。
」
＝
及
さ
れ
て
、
同
政
の
重
要
崩
扁
の
決
ハ
疋
の
場
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
よ
 
 
 

う
な
記
述
へ
第
二
巻
第
二
六
菅
）
、
あ
る
い
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
賢
人
連
；
P
O
－
○
コ
i
a
e
s
a
p
i
e
コ
t
e
S
ミ
 
「
騎
上
達
と
顧
問
会
譲
」
↓
．
ヨ
ェ
i
t
e
s
e
t
c
O
コ
S
i
－
i
u
m
 
 

（
第
∴
巻
第
二
い
章
）
の
＃
在
か
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
公
の
‖
撃
口
同
軍
事
指
揮
権
、
H
集
粘
も
∴
及
さ
れ
て
い
る
（
第
∴
巻
第
八
草
）
。
 
 
 

L
か
L
「
農
民
」
一
イ
已
S
【
i
c
i
＝
に
つ
い
て
の
記
述
は
あ
い
ま
い
で
あ
る
L
、
騎
上
層
の
階
層
区
分
も
不
明
で
あ
る
り
 
こ
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
共
同
体
が
、
 
 

ミ
ッ
タ
イ
ス
の
い
う
「
人
的
結
合
的
家
」
て
P
e
r
s
（
）
コ
e
コ
く
e
r
b
a
コ
d
s
t
a
a
t
一
．
で
あ
っ
た
と
L
て
も
、
州
・
わ
か
の
地
紘
的
結
人
‖
を
持
つ
も
の
で
あ
つ
た
二
 
 
 

と
は
事
実
で
あ
ろ
う
。
 
 

（
3
3
〕
 
も
ら
ろ
ん
、
こ
こ
で
い
う
「
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
は
近
代
国
民
国
家
形
成
に
伴
っ
た
祈
代
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
で
は
な
い
が
、
近
代
ナ
シ
ョ
十
リ
ズ
 
 

ム
も
ま
た
過
去
か
ら
継
承
し
て
き
た
何
ら
か
の
エ
ト
ニ
リ
ン
ュ
な
共
同
性
へ
の
碓
い
を
基
礎
と
L
て
形
成
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
意
味
で
前
 
 
 

近
代
の
エ
ト
ニ
／
ン
ユ
な
共
同
体
形
成
へ
の
確
信
を
、
一
純
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
呼
ん
で
も
あ
な
が
ち
不
当
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
り
 
E
∵
ハ
ー
カ
 
 
 

ー
が
同
民
形
成
に
果
し
た
パ
ト
リ
ア
の
観
念
の
重
要
性
を
指
摘
し
て
い
る
こ
と
も
看
過
す
べ
き
で
は
な
い
り
 
「
国
民
（
コ
a
t
i
O
コ
）
と
は
、
そ
の
統
一
性
 
 
 

を
第
一
に
空
間
的
に
は
、
近
隣
性
に
も
と
づ
く
感
情
や
、
祖
国
愛
 
（
パ
ト
リ
オ
テ
ィ
ズ
ム
）
 
と
呼
ば
れ
る
、
生
れ
た
土
地
 
（
す
な
わ
ち
祖
国
［
パ
ト
 
 
 

リ
ア
］
）
に
対
す
る
共
通
の
愛
情
に
発
す
る
近
隣
的
関
係
に
基
礎
を
お
き
、
第
二
に
時
間
的
に
は
、
継
承
し
て
き
た
生
活
様
式
に
英
適
に
関
与
L
て
き
 
 
 

た
と
い
う
感
龍
や
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
呼
ば
れ
る
、
父
祖
継
承
の
も
の
へ
の
共
通
の
愛
情
に
発
す
る
、
数
≠
紀
に
わ
た
る
共
通
の
伝
統
に
基
礎
を
 
 
 

お
く
、
人
間
遁
の
共
同
社
会
で
あ
る
。
」
E
一
B
a
k
e
r
一
点
青
註
蔓
：
羞
p
鳶
喜
薫
ミ
⊥
9
f
O
r
d
－
芝
N
し
 
 

一
九
九
九
年
八
日
一
九
‖
稿
了
 
 
 


